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▶ 2024೧  ౕ国際εンϛジΤム・セϝψー概要──────────────

 2024年度は IGS 主催国際シンポジウム 1 件、IGS 共催国際シンポジウム 1 件、IGSセミナー6件、研
究会 1 件を主催したほか、共催・後援イベント 2 件を開催した。৆ࡋは次น以߳を参লいただきたい。 

IGS 主催国際シンポジウム 

フェミωθムとコϠωングʁポスト資本主義におけるフェミωθムのҒ૮ 23 น 

IGS 国際シンポジウム（共催） 

中国における೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ 26 น 

IGS 主催セミナー 

ୈ࿹と日本における、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスͰくり 29 น 

一ॻに学·うʄ੓的同қと第ࢀ者ղ入ワークショップ 31 น 

ϟυィアにおける『Ԏ上』の構ଆと発信者としてのࢴたち 33 น 

アジアଢฑ༺をめ͛るஏ政学的߇争とジェンダー 35 น 

国際社会と中国ʁフェミωスト的د޹心から৾りศる 37 น 

ԯೆにおける共༙ஏとジェンダーʁՊ෗長制と܋事化の૮関を問う 39 น 

IGS 主催研究会 

IGS 研究協力員研究報告会 41 น 

IGS 共催・後援イベント 

日本フェミωスト経ࡃ学会 2024 年度大会 
フェミωスト経ࡃ学とΦコロジーʁਕؔとڧ؂のウェルϑーイングをໝࡩする 43 น 

国際ジェンダー学会 国際Ң動とジェンダー（IMAGE）෾科会 

 をジェンダーの視点からಣ΋『日フィリϒンਕ社会ࡑ』
44 น 

IGSιϝψー「ୈ࿹ͳೖຌにお͜Ζɼφϧンス・΢ンέϩーεϔ͵ΫϡンϏスͰ͚Ε」 
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▶ 2024೧ౕ क࠷国際εンϛジΤム৆ࡋ───────────────

IGS国際εンϛジΤム

フェϝωθムとαϠωング 
ϛηφ資本कٝͶ͕͜るフェϝωθムのҒ૮ 

ʴ日時ʵ2024 年 7 ݆ 31日（水）14:00ʛ17:00 

ʴ会৖ʵύイϔリッχ開催（ਕؔ文化૓生科学研究科౫ 604 ࣪、
Zoomウェϑナー） 

ʴ報告ʵ 

ࠦ౽એथ（ワーΰωンΰン大学ࢥߪ） 

ร動の時େに「コϠωング」はフェミωストポリティクスのޫـ」
再考をいかにଇすか」 

ウェンυィ・ύーコート（Φラスムス・ロッテルダム社会科学大
学院大学教द）
「ஏځをίアするということʁڧ؂正義とフェミωθムの交ࠫにお
ける੷ۅ的研究実践」 

ʴコϟンテーターʵ 

ঘీྠݬ（౨ښ外国ޢ大学教द） 

 （ࢥߪ౐大学ښ）࢛ౣآ

大ܛ࢛ڰ（IGS०教द） 

ʴ࢚会ʵ本ࢃԟ子（IGS 特任リサーチフェロー） 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ言ޢʵ日ӵ（同時௪༃༙） 

ʴ参加者数ʵ204 名（対面参加 23 名、オンライン参加 181名） 

ʴटࢭʵ 

ۛ年、ਕؔの経ࡃ活動によってさま͡まなؽثが引きًこされていることへの問題қࣟにおいて、ポスト資
本主義的な「コϠωング」の構૟が஭目されている。コϠωングのアプローチでは、資ݱやࡔの所 -༙共༙をめ
͛るコϠンθ論をӿえて、෾かち合い、管理し、そしてίアしていく関係論的プロセスに関心が޴けられる。
このように再生ࢊգఖまでを؜めてコϠωングをとらえるというとき、そのプロセスに女੓やマイノリティが
ʹのようにҒ஖Ͱけられていくかということは大きな՟題となる。実際、コϠωングをめ͛る議論では、イン
ターセクショナリティの問題がқࣟされるとともに、社会的ใઃや຿主主義の॑གྷ੓がࣖࠨされてきた。コϠ
ωングは、これまでの「合理的経ࡃਕ」のՀ૟の社会経ࡃϠυルを൹൓的に৒りӿえ、「ਕؔ以上」のଡ༹な
存ࡑの共生基൭を઀り開くに͍たっての、๝かなՆ能੓をඁめているといえよう。 

 一方でポスト資本主義の展๮において、コϠωングはචͥしもࢤ৖経ࡃからの୦٭を޴ࢦするとは限らͥ、
΋しろࢤ৖経ࡃとの༻ḟにおいて実践されてもいる。フェミωθムは、グローバル資本主義の拡௃がౖஏやళ
ષ資ݱだけでなくؔۯ、知ࣟ、ਐ体なʹの新たな「囲いࠒみ」をもたらしていることをとらえ、ઊえؔのない
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பड़/ࡀख主義とफ୥、そして社会的再生ࢊの׉ޅにܱৌを໒らしてきた。このようなਾ੐において、コϠωン
グ・アプローチはఏ߇の࣢ؽとなりうるのだろうか。 

 フェミωスト政治経ࡃ学およびフェミωスト・ポリティカル・Φコロジーの領域においてコϠωングのアプ
ローチを議論してきたࠦ౽એथࢱとウェンυィ・ύーコートࢱとともに౾議し、コϠωングを論ͣることがフ
ェミωθムにʹのような視座を઀り開くのか、そしてフェミωθムにおいてコϠωングのアプローチはいかに
問い௜されていくのかを考えていきたい。 

ʴ開催報告ʵ 

はͣめに大ࢱܛ࢛ڰが本シンポジウムのटࢭをઈ明したのち、第一෨ではフェミωスト、政治、経ࡃ
学およびフェミωスト・ポリティカル・Φコロジー（FPE）の領域において、コϠωングのアプローチ
を議論してきたࠦ౽એथࢱとウェンυィ・ύーコートࢱが報告した。第一報告者のࠦ౽ࢱは、ޫـร動
の時େにおいてコϠωングのアプローチが、フェミωストの政治学を再ڷし、Պ෗長制や資本主義の制
༁の下に͍りながらも、よりޮ正で࣍続Ն能な社会生ସ学的関係੓を築くՆ能੓を提ࣖした。報告は、
コϠンθやコϠωングのܙ成を FPE の視点からಣみ解き、そのプロセスを෾ੵすることで、್ 元論的な
考え方の୦構築をਦること、ଡ༹なΦコロミーにおける女੓と஋੓のༀׄਲ਼行を再考すること、ਕؔ中
心主義を৒りӿえ「ਕؔ以上」（more than human）の存ࡑとの交ࠫをқࣟすることがՆ能になっていくと
や、਎ଔによるコ٭ख的な社会生ସ関係からの୦ࡣ、調した。さらにϟΫシコと日本の事ྭを௪ͣてک
ミュωティのܙ成、ଡझؔのཙみ合いによるรַのචགྷ੓が議論された。
第್報告者のύーコートࢱは、 FPE の視点からίアとコϠωングの関係を考察し、フェミωストの

視点でίアと知ࣟをʹのようにଌえる΄きか、ݺਕ的かͯ実践的な生活੊ֆを再構築、再૓ଆする॑གྷ
੓をک調し、特にࣙષとの関係の再考や先े຿の知ࣟから学΁ことのқ義に言ٶした。報告ではオース
トラリアの事ྭを༽いて、ؽثڧ؂に対する理解の਄化、ݺਕ的なジϪンマや経験を共༙しͯͯ、ޮ正
で࣍続Ն能な生活੊ֆの構築に޴けた実践的なアイυアを提供した。資ݱഓ෾や開発プロセスにおける
෈ޮ正は、権力の෈ߩۋを引きًこし、ཤӻとۦ௩の෈ฑ等な෾ഓをもたらす。そうしたインターセク
ショナルなࠫพやཊѻをめ͛り、FPE は資ݱやڧ؂、知ࣟへのアクセスとコントロールに関する෈ޮ正
を再考し、ଡ༹な知ࣟや視点を౹合して権力構ଆと生活੊ֆへのӪڻをใׇ的に理解する視点や、෈ޮ
正な社会構ଆを൹൓的にଌえる視点を提供できるとした。ύーコートࢱの報告は、FPE はୱなる権力構
ଆの෾ੵに留まるものではなく、ྼ࢛的ഐܢをಁまえて生活੊ֆへの権力のӪڻをใׇ的に理解するア
プローチが॑གྷで͍ることをおさえていた。コϠωングを他者とのίアに基Ͱいた共同のखり組みとし
てとらえ、国Պやࢤ৖にດめࠒまれた社会的・制度的ܙସにେわるรַをもたらすघஊとして実践して
いくことが॑གྷで͍るとफ़΄た。ਕؔおよびඉਕؔのΦージェンシーの೟ࣟに基Ͱく協働とίアのྛ理
は、研究者とඅ研究者、管理者とඅ管理者といったْりの್෾๑を௔えた新たな関係੓を築くうえで॑
གྷで͍ると論ͣた。
第್෨ではҡなる専໵領域の 3名のコϟンテーターが発言し、ϏネリストがԢ౶した。まͥ日本の戦

後೸ଞ社会を研究してきたࢱ࢛ౣآが、次のような問いをࣖした。(1)コϠωング・コミュωティとそう
でないもののۢพ、コミュωティのϟンバーになりうるのは୯か、ʹのように特定できるか (2)コϠω
ング・コミュωティを෾ੵςールとして使うことで、Պ෗長制やその他の෈ฑ等な社会関係をՆ視化で
きるのか (3)日本の೸ࢃଞにおける共༙ྜྷのཤ༽に関࿊して、「ਕؔ以上」との関係੓をʹのように理解
す΄きか (4)日本とϟΫシコの事ྭのҩいや、フェミωωティとマスΫュリωティのร化をʹのように
ଌえるか。特に、日本の事ྭでは、高ྺ女੓がコミュωティに߫ݛする一方で、政ැやஏ方ࣙ治体をコ
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Ϡωング・コミュωティの一員とݡなすことで、再生ࢊ
࿓働が女੓にԣし෉けられているଈ面がݡգごされるՆ
能੓はないのか。(5)先े຿コミュωティにおける࿓働は
ジェンダー化されているのか。
続いてコϟントしたঘీࢱྠݬは、フェミωストのࢧ

ொに根͡しながらݳେ੊ֆに޴き合うという઀り޳にお
いて、「More than human を૟଀する」というテーマを中
心にコϟントした。ݳେ社会において、ਕؔが資本のた

めの࿓働力再生ࢊのୱなるؽփのようにѽわれ、ໃঊまたはほとΞʹໃঊの࿓働力としてཤ༽され、使
いࣼての資ݱとしてݡなされている。こうしたয়ڱをޒみるとき、オーストラリア先े຿や日本、ϟΫ
シコの事ྭでは「ਕؔ੓の回෰」というテーマがʹのようにݳれるのか。また、資本主義化と܋事化が
。されるかにͯいて࿫したݳେ੊ֆにおいて、「ਕؔ以上」の回෰がʹのように実ݳ度に進Ξだۅ
は、マルクス派フェミωθムにおける議論をおさえͯͯ(1)ポスト資本主義のフェミࢱܛ࢛ڰ後の大࠹

ωストは、コϠωングにおけるίアや社会的再生ࢊの॑གྷ੓をとらえる際に、࿓働という֕念を議論の
中にʹうҒ஖Ͱけるのか (2)フェミωスト的なコϠωングの実践に関する議論は、ジェンダーに基Ͱく
構ଆ的暴力の問題に対してʹのような新たな視点や解݀ࡨを提ࣖしているのか (3)オーストラリアの先
े຿たちは長いؔ、ౖஏのアクセス、管理、ίアをめ͛ってಈってきた。権ཤ回෰が行われたのはʹの
ような経Ҥによるか。また、再所༙、再構築、再૓ଆのプロセスは、先े຿コミュωティにおけるジェ
ンダー関係にร化をٶ·したのだろうかという࣯問を提ًした。
̑名のコϟンテーターはそれͩれඉ৙に大きな問いをࣖしたが、時ؔの制༁上、す΄てに໤ད的に回

౶するのではなく、ࠦ౽ࢱとύーコートࢱがそれͩれ࠹大限にՆ能なかたちでԢ౶するかたちでフィー
χバックがなされた。ࠦ౽ࢱは、コϠンθはࣙષ資ݱに限らͥ、たとえͻࢱౣآがコϟントにおいてࣖ
した日本の೸ଞにおける共同જୗؽの導入は社会的コϠンθに͍たるとफ़΄た上で、そのようなコϠω
ング・コミュωティにおける社会的再生ࢊのรַ実践において、ジェンダー関係にはร化がًきうるこ
と、一方でજୗ੶ݪの使༽が生ସ系にٶ·すӪڻを「ਕؔ以上」の視点から考ྂす΄きという新しい՟
題がड़てくることをࣖࠨした。また資本主義とオルタナティϔΫャϒタリθムにおけるࡣखをҡなった
ものとして理解した上で、コミュωティにཤӻを還元する方๑をໝࡩしていくことが॑གྷだとफ़΄た。
次にύーコートࢱは、「ਕؔ以上」の権ཤのバランスをखり、共存するための視点が॑གྷで͍るとک調し
た。たとえͻプラスチックԜ染は「ネΪティϔコϠンθ」の一ྭで͍り、સ員が関༫している問題とし
て೟ࣟす΄きで͍るとफ़΄た。また先े຿の権ཤ回෰のգఖにおいてジェンダー関係にʹのようなร化
が͍ったか、再所༙や再構築がジェンダーにʹのようなӪڻを༫えたかを調査していくことは、॑གྷな
՟題で͍るとԢ౶した。
参加者からは「コϠンθやコϠωングをࡠるգఖにおいて、スΫルや知ࣟはʹのように共༙されてい

るのか」「コϠωングの実践と資本主義的࿰組み内での「୦コϠυィフィίーション」はいかにՆ能にな
るか」「『ਕؔ以上』の֕念において、भ教的གྷોや先े຿ଔのコスϠロジーがコϠωングにʹのように
関わっているか、特にフェミωスト・ポリティカル・Φコロジーの؏点からʹのような議論がなされて
いるか」なʹの࣯問が͍った。 

 （ߊお茶の水女子大学大学院博士後期՟ఖジェンダー学際研究専）ֺ ࿧୴当ʁ༪ى
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IGS国際εンϛジΤム 

஦国Ͷ͕͜る೸ଞ・ジェンダー・ Ϡダωティ 

ʴ日時ʵ2024 年 12݆ 7日（ౖ）13:00ʛ17:30  

ʴ会৖ʵ国際交流留学生プラδ 2F ଡ目的ϙール（対面） 

ʴ基調報告ʵ 

૛ঙ๢（中国ਕ຿大学教द） 

「政治的ร動とともにʁ೸ଞ෨の฾子Ӷ生事業としての新ࣞड़ࢊ෕
��ӣ動（1949年ဨٶ���年）」 

ʴ報告ʵ 

ᇞؿ（大ཱིޮࡗ大学ٮ員研究員） 

「ਕ຿੓・ஏ方実践とジェンダーʁはだしのҫ者の経験から」 

 （大学教दښ౨）ً࢛ݬీ

「中国೸ଞにおける『Պଔ主義』のࡑݳʁϠダωティとジェンダー
の視点から」 

ཧѧ㡶（Ӌ౐ٸ大学助教） 

「『೸Չ女問題』の行方ʁ『೸ଞ集஄経ࡃ組৭๑』と੊ଵの一体化」 

ʴυィスカッサントʵリンダ・グローϔ（上ஒ大学名༬教द） 

ʴ࢚会ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS०教द） 

ʴถ会ѭࡲʵ戸谷陽子（お茶の水女子大学教द／IGS 所長） 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ共催ʵ中国女੓࢛研究会 

ʴ言ޢʵ日本ޢ、中国ޢ෕௪࿫（஠次௪༃༙） 

ʴ参加者数ʵ85名 

ʴटࢭʵ 

本シンポジウムは、ݳେ中国࢛における೸ଞ、ジェンダー、ϠダωティのҒ૮のรયを౾議するࢾみとして
開催された。૛ঙ๢ࢱは、中՜ਕ຿共࿪国成ཱིॵ期からրַ開๎前໹までの೸ଞにおけるリプロダクティϔ・
ポリティクスを෾ੵし、フェミωストアプローチの༙ް੓を提ࣖした。さらに、ᇞࢱً࢛ݬీ、ࢱؿ、ཧѧ㡶
き合ってきたリン޴େ中国の೸ଞジェンダー࢛にݳ。が、ҫྏ・Պଔ・ౖஏを࣢に具体的な論点を提ًしたࢱ
ダ・グローϔࢱをυィスカッサントにܶえ、学術的対࿫が活発に行われた。 

ʴ開催報告ʵ 

2024 年 12 ݆ 7 日に開催された国際シンポジウム「中国における೸ଞ・ジェンダー・Ϡダωティ」で
は、基調ߪԍ 1本とݺพ報告 3本、そしてυィスカッサントを交えた౾議が行われた。 

基調ߪԍ者の૛ঙ๢ࢱは、中国の基૜฾子Ӷ生体制をマクロとミクロの視点から়ղした。マクロ視
点からは、「ࢀ఺ࢀཚ」をたʹった新๑ં生（新ࣞ助ࢊ）ӣ動からݡる、国Պの基૜฾子Ӷ生体制の఺換
գఖが解ઈされた。中国฾子Ӷ生事業の体制化は国ՊӶ生体系のրྒྷと発展のգఖと関わっており、政
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治ӣ動とも密ંに݃びͯいた。中՜ਕ຿共࿪国成ཱིॵ期から฾子Ӷ生のखり組みが制度に組みࠒまれ、
新๑ં生がその॑གྷな内容の一ͯとされた。当ॵં生所（助ࢊ施અ）や保݊所のઅཱིを௪ͣて体制化が
進められ、ં生ਕ員（助ࢊ者）の専໵化がਦられた。かͯて݄ԓ関係のなかで行われていた助ࢊは、行
政システムに౹合されるとともに、ۛྣ関係が中心となった。これらは本来౐ࢤ෨の体制に基Ͱいてお
り、೸ଞの実৚とはစ཯していたため、೸ଞのॊ来のਕؔ関係をշす݃果となった。1958年前後にはࢊ
院が੖ඍされ助ࢊの৮業化がঅ々に進Ξだ一方で、෾ṱの৖はՊఋへとҢ行した。当時は、助ࢊとड़ࢊ
にかかる金રのやりとりが社会的に受け入れられなかったので͍る。1974年からրַ開๎ॵ期にかけて
は、体制化が回෰・ک化され、助ࢊの׮સな৮業化が進΋とともに、෾ṱはঅ々に入院中心へとҢ行し
ていった。ミクロ視点からは、ᮼ੤の͍るଞにおける࢝੊େの助ࢊ者ٶびଞのड़ࢊのྼ࢛が়ղされた。
フロアから「助ࢊ者とೝ෌との信བ関係の構築」にͯいて࣯問が͍り、当時のಢ特な関係ࡠりにͯいて
૛ࢱが௧加ઈ明を行った。
続いて 3本の報告が行われた。第一報告者のᇞࢱؿは、中国೸ଞにおける「はだしのҫ者」にͯいて

報告した。はだしのҫ者は、ස೸・下中೸なʹの֌څ的ड़ࣙで、͍るఖ度の教育を受けたऑい೸຿から
મͻれ、೸຿にๆ࢕する੠ਈが॑視された。ಆ೶࿓働/೓体࿓働、౐ࢤ/೸ଞの格ࠫをなくすฑ等社会のシ
ンϚルで͍った。報告では、まͥ໖ڒと学ྼがགྷٽされない中国の「ඉ੤༺型ҫྏ」体系がઈ明された。
そしてίーススタυィを௪して、ҫྏがいかに政治化され、政ࡨがʹのようにݺਕにਃಃしていったの
かがઈ明された。まͥ、મൊ܉࿇においては、政治学सやࢧ૟教育がචਤで͍った。また、ҫྏ資ݱが
ॉ෾にないஏ域では຿ؔのҫࢥがཤ༽されることがଡかった。֌څ的ड़ࣙが॑གྷ視されたことでස೸な
ʹ特に๮ましいड़ࣙの੪年がリーダー的なༀׄを果たしたが、特定の֌څがഋঈされたことでٱに෈ฑ
等が進行するܑ޴がݡられた。技術੓よりも政治੓が༑先される中で、෈ฑ等が固定化されるݳ象がً
きていたといえる。
第್報告者のీࢱً࢛ݬは 2023年中国でޮ開され大ϐットした『ঘさきശの՘（中国ޢʁ隐入尘ᖺ）』

というӫ画が、その後上ӫ中ࢯとなったड़来事を઀り޳にし、中国೸ଞにおけるՊଔ主義を考察した。
Պଔ主義にͯいてీࢱݬは、先行研究にଊして「Պଔのݳ੊における発展を࠹༑先し、その目的にॊっ
て合理的に生きる੠ਈ的ସ度」とઈ明する。中国ではՊଔの経ࡃ的ൡӭを޴ࢦする考え方がඉ৙にکい。
೸຿の行動ロジックにͯいてྼ࢛的にݡると、1960ʛ70年େは౐ࢤと೸ଞの್元構ଆの下で、೸຿Պଔ
と౐ࢤのՊଔはҡなるݬ理によって౹治されていた。このためਕびとは౐ࢤと೸ଞの格ࠫには関心を޴
けなかったが、೸ଞ内෨の格ࠫにはඉ৙にෆ感で͍った。1980年େ生ࢊ੧ෝ制の導入後೸ஏは֦੊ଵに
ฑۋ的に෾ഓされた。その後、2000年頃からड़稼͙が一ൢ化し、同ͣଞ内でのڟ争がܻ化した。さらに、
2006年以߳は೸ଞ༑۲政ࡨが進み、2012年からは「新型౐ࢤ化政ࡨ」として೸຿をݟ৕へ集ेさせる施
、成される。਎੊େはฑ等にഓ෾された೸ஏを経Өしܙ戦ྲྀがࡃがとられた。このգఖで、Պଔの経ࡨ
子ʹも੊େはड़稼͙にड़て௠金を稼͙、資金がஹまるとݟ৕にマンションを߬入する。この構ଆの中で、
女੓は「สཤな۪」としてҒ஖Ͱけられ、චགྷにԢͣてՊに留まり、ؽ会が͍れͻ外にड़てफ入を得る。
こうした戦ྲྀにより、女੓たちは೸ଞ、大中౐ݟ、ࢤ৕というࢀ拠点を१؂しͯͯ、ஏ域ごとにҡなる
༹૮をఆしながらҢ動する。この१؂的なҢ動は、マイグϪーションではなく「サーΫュϪーション」
で͍るとీࢱݬは提ࣖし、これをಁまえ、上ӫࢯےとなったഐܢを考察した。सۛฑ時େにおいては、
大中౐ࢤとݟ域社会のؔに新たな್元構ଆがܙ成されている。政ැは೸຿をݟ৕に集め、҈定した生活
をૻらせることで、社会સ体の҈定をਦっている。一方、大中౐ࢤの 4Աਕは国際ڟ争の࠹前તにཱིち、
高度ਕࡒとしてのༀׄを果たすことがٽめられている。ӫ画は「ڟ争しなくても、੫かな߀せが得られ

27



国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー 

る」というϟッセージをࣖしたことから、ీࢱݬは、ӫ画が上ӫࢯےとなったのは、このϟッセージが
政ැの推ওする「ポジティϔなΦネルάー」（中国ޢʁ正能ྖ）とٱ行していたためではないかという視
点を提ًした。 

第ࢀ報告者のཧѧ㡶ࢱはౖஏ権ཤのഓ෾からഋঈされた「೸Չ女」（ड़ਐଞから࠙ड़する女੓、Married-

out Women）問題にͯいて議論した。1983 年以߳、中国のౖஏ所༙制度のร化に൒い、女੓にも 1 ਕ෾
のౖஏ使༽権が༫えられるようになった。しかし、ଡくのஏ域では、݃࠙した女੓は෋のଞへҢेする
΄きとするఽ౹的なジェンダー஡঄（中国ޢʁပ෋ڋ）に基Ͱき、ଞ内でのࢊࡔ෾ഓルールが制定され
ている。݃果、一෨の女੓とその子供がౖஏफ༽ึঊ金の෾ഓからഋঈされる。また、ౖஏ੧ෝ権や೸
ଞ集஄組৭のफӻ෾ഓ、ౖஏࣞהのഓ当金、ेڋ༽ஏの෾ഓにおいても、女੓がഋঈされるίースがଡ
発している。1990年େ以߳、ഋঈされた女੓たちは֦ஏでグループを݃成し、ྣଞと࿊ܠしながらౖஏ
を॰る権ཤഥ୥に対して߇議を行い、ஏ方政ැや෌女࿊合会なʹに௢৚を行っている。さらに、݃࠙し
た女੓を「よそ者」とみなす考え方が、ࢊࡔ෾ഓにӪڻを༫えている。特に問題となるのは、「ଞ規຿༁」
で͍る。ஏ方政ැはଞ規຿༁の合๑੓を৻査する権限を༙するものの、その範囲は文化的な規定に限定
されており、経ࡃ的な規定にはٶͻない。そのため、೸Չ女が提૎した৖合でも、経ࡃ的規定が「ଞ຿
ࣙ治のࢊ෼」として保護される。このয়ڱを受けཧࢱは、೸Չ女問題は、ୱなる文化的׵सの問題では
なく、経ࡃ的問題で͍るとک調した。2024 年 6 ݆にはଶち๮まれていた「೸ଞ集஄経ࡃ組৭๑」がՆ݀
されたが、݃果として౹一基準はઅ定されͥ、ଞϪベルでのౖஏ権ཤの৷֒が引き続き発生するՆ能੓
が高い。࠹後にཧࢱは、೸Չ女問題を解݀するためには、一ͯ目に女੓の生ࢊ能力をک調することでౖ
ஏޮ༙੓に女੓が関༫することの正౹੓をک化す΄きとし、್ͯ目に資本に対߇する೸ଞ集஄経ࡃ組৭
の主体੓をک調す΄きと提言した。 

֦報告の後、リンダ・グローϔࢱがυィスカッサントとしてౌஅし、ࣙਐのフィールχワークの知ݡ
を交えながら、議論を਄めた。まͥ、政ࡨ研究の॑གྷ੓を೟めͯͯ、それが຿़Ϫベルでʹのように経
験され、ஏ域ごとではʹうҩうかを考察することがචགྷで͍ると指ఢした。Պଔ主義の問題は、生৫、
ౖஏ・ࢊࡔ権、そしてҢ動の問題のす΄てに関わる。特に、一ਕっ子政ࡨの導入後、Պଔ関係や女੓の
ༀׄ、ड़ࢊに関するમ୔がʹのようにร化したかにͯいても考えなけれͻならない。またҢे࿓働に目
を޴け、ड़稼͙࿓働者と࢔されたՊଔの関係、また౐ࢤと೸ଞؔのਕ޳१؂のӪڻにͯいての議論を行
うことが॑གྷで͍る。さらに、ҫྏと生৫の問題にͯいて、գڊのҫྏ制度の中で、一ਕっ子政ࡨのబ
ఊがʹのように行われていたのか、ड़ࢊのܯ画的管理、またജॡや੓බの問題がʹのようにஏ域社会に
Ӫڻをٶ·したのかを問題提ًした。グローϔࢱはգڊのフィールχワークにおいて、さま͡まなҡな
るҫྏܙସが共存していた実৚を؏察したことに΀れ、ҫྏ報ृのܙସとしてաฐではなく෼඾のद受
が行われていたことも়ղした。また「գ৔化したಢਐ女੓（中国ޢʁႭ女）」問題にৰれ、౐ࢤ෨だけ
でなく೸ଞஏ域でも݃࠙に関する問題が発生していることを指ఢした。 

フロアからは、サーΫュϪーションという言ཁの解एやՊଔ主義とݺਕ主義の関係੓、助ࢊの女੓化、
政ࡨ提言のғ拠なʹ༹々な࣯問が͍り、活発か༙ͯқ義な議論になった。 

 （౐大学フィールχ科学教育研究センター特定助教ښ）࿧୴当ʁ௃ჯ੪ى
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る」というϟッセージをࣖしたことから、ీࢱݬは、ӫ画が上ӫࢯےとなったのは、このϟッセージが
政ැの推ওする「ポジティϔなΦネルάー」（中国ޢʁ正能ྖ）とٱ行していたためではないかという視
点を提ًした。 

第ࢀ報告者のཧѧ㡶ࢱはౖஏ権ཤのഓ෾からഋঈされた「೸Չ女」（ड़ਐଞから࠙ड़する女੓、Married-

out Women）問題にͯいて議論した。1983 年以߳、中国のౖஏ所༙制度のร化に൒い、女੓にも 1 ਕ෾
のౖஏ使༽権が༫えられるようになった。しかし、ଡくのஏ域では、݃࠙した女੓は෋のଞへҢेする
΄きとするఽ౹的なジェンダー஡঄（中国ޢʁပ෋ڋ）に基Ͱき、ଞ内でのࢊࡔ෾ഓルールが制定され
ている。݃果、一෨の女੓とその子供がౖஏफ༽ึঊ金の෾ഓからഋঈされる。また、ౖஏ੧ෝ権や೸
ଞ集஄組৭のफӻ෾ഓ、ౖஏࣞהのഓ当金、ेڋ༽ஏの෾ഓにおいても、女੓がഋঈされるίースがଡ
発している。1990年େ以߳、ഋঈされた女੓たちは֦ஏでグループを݃成し、ྣଞと࿊ܠしながらౖஏ
を॰る権ཤഥ୥に対して߇議を行い、ஏ方政ැや෌女࿊合会なʹに௢৚を行っている。さらに、݃࠙し
た女੓を「よそ者」とみなす考え方が、ࢊࡔ෾ഓにӪڻを༫えている。特に問題となるのは、「ଞ規຿༁」
で͍る。ஏ方政ැはଞ規຿༁の合๑੓を৻査する権限を༙するものの、その範囲は文化的な規定に限定
されており、経ࡃ的な規定にはٶͻない。そのため、೸Չ女が提૎した৖合でも、経ࡃ的規定が「ଞ຿
ࣙ治のࢊ෼」として保護される。このয়ڱを受けཧࢱは、೸Չ女問題は、ୱなる文化的׵सの問題では
なく、経ࡃ的問題で͍るとک調した。2024 年 6 ݆にはଶち๮まれていた「೸ଞ集஄経ࡃ組৭๑」がՆ݀
されたが、݃果として౹一基準はઅ定されͥ、ଞϪベルでのౖஏ権ཤの৷֒が引き続き発生するՆ能੓
が高い。࠹後にཧࢱは、೸Չ女問題を解݀するためには、一ͯ目に女੓の生ࢊ能力をک調することでౖ
ஏޮ༙੓に女੓が関༫することの正౹੓をک化す΄きとし、್ͯ目に資本に対߇する೸ଞ集஄経ࡃ組৭
の主体੓をک調す΄きと提言した。 

֦報告の後、リンダ・グローϔࢱがυィスカッサントとしてౌஅし、ࣙਐのフィールχワークの知ݡ
を交えながら、議論を਄めた。まͥ、政ࡨ研究の॑གྷ੓を೟めͯͯ、それが຿़Ϫベルでʹのように経
験され、ஏ域ごとではʹうҩうかを考察することがචགྷで͍ると指ఢした。Պଔ主義の問題は、生৫、
ౖஏ・ࢊࡔ権、そしてҢ動の問題のす΄てに関わる。特に、一ਕっ子政ࡨの導入後、Պଔ関係や女੓の
ༀׄ、ड़ࢊに関するમ୔がʹのようにร化したかにͯいても考えなけれͻならない。またҢे࿓働に目
を޴け、ड़稼͙࿓働者と࢔されたՊଔの関係、また౐ࢤと೸ଞؔのਕ޳१؂のӪڻにͯいての議論を行
うことが॑གྷで͍る。さらに、ҫྏと生৫の問題にͯいて、գڊのҫྏ制度の中で、一ਕっ子政ࡨのబ
ఊがʹのように行われていたのか、ड़ࢊのܯ画的管理、またജॡや੓බの問題がʹのようにஏ域社会に
Ӫڻをٶ·したのかを問題提ًした。グローϔࢱはգڊのフィールχワークにおいて、さま͡まなҡな
るҫྏܙସが共存していた実৚を؏察したことに΀れ、ҫྏ報ृのܙସとしてաฐではなく෼඾のद受
が行われていたことも়ղした。また「գ৔化したಢਐ女੓（中国ޢʁႭ女）」問題にৰれ、౐ࢤ෨だけ
でなく೸ଞஏ域でも݃࠙に関する問題が発生していることを指ఢした。 

フロアからは、サーΫュϪーションという言ཁの解एやՊଔ主義とݺਕ主義の関係੓、助ࢊの女੓化、
政ࡨ提言のғ拠なʹ༹々な࣯問が͍り、活発か༙ͯқ義な議論になった。 

 （౐大学フィールχ科学教育研究センター特定助教ښ）࿧୴当ʁ௃ჯ੪ى
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▶ 2024೧ౕ क࠷ IGSセϝψー৆ࡋ─────────────────

IGSセϝψー

ୈ࿹とೖ本Ͷ͕͜るɼφランη・΢ンέルーεϔなΫϡンϏ
ηͰ͚Ε
ʴ日時ʵ2024 年 4 ݆ 17日（水）15:00-17:00 

ʴ会৖ʵ国際交流留学生プラδ 2F ଡ目的ϙール（対面） 

ʴࢥߪʵ 

 秀䌤（ୈ࿹൒ཱྀ権ӻ推進࿊໏อ護士）ڒ

 至݁（ୈ࿹൒ཱྀ権ӻ推進࿊໏事務局長）؈

ʴ進行・コϟントʵ長ౣࠦܛ子（中ԟ大学教द） 

ʴコϟントʵ 

੶ܚ؛一࿢（お茶の水女子大学教द） 

Ց໼క೯（ஞഀ大学助教） 

ʴ総合࢚会ʵ戸谷陽子（お茶の水女子大学教द／IGS 所長） 

ʴ௪༃ʵ 

ൂ໨はるな（中ԟ大学०教द）、Ᲊӈఱ（౨ښ大学博士後期՟ఖ） 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ共催ʵ中ԟ大学ダイバーシティセンター 

ʴ言ޢʵ日本ޢ、中国ޢ（஠次௪༃༙） 

ʴ参加者数ʵ44名 

ʴ開催報告ʵ 

開催に先ཱིち IGS 戸谷所長より、2024 年 4 ݆ 3 日に発生したୈ࿹౨෨ԯஏਔで๤くられた方々に対
するѫ౥のқと、අࡄされた方々へのおݡ෥い、そして一日も૥い෰ڈと෰ڷへのك念がफ़΄られた。
ౌஅ者および௪༃者の؈ୱな়ղに続き、第一෨ではୈ࿹൒ཱྀ権ӻ推進࿊໏の共同૓અ者のڒ秀䌤อ護
士と؈至݁事務局長が、ୈ࿹のトランスジェンダーに関するয়ڱとトランス・インクルーシϔな教育؂
য়と՟題にͯいてのݳとそのखり組みにͯいて報告、第್෨では、これを΀まえ、日本国内の大学のڧ
報告とқݡの交換が行われた。 

第一෨では、ڒอ護士とࢱ؈により、ୈ࿹のトランスジェンダーをखりתくڧ؂のร化とΫャンϏス
ライフのร化にͯいて以下のような報告が͍った。
ୈ࿹は、2004 年にジェンダーฑ等教育๑が制定され、今年で 20 年目をܶえる。ࢱڒらがઅཱིしたୈ

࿹൒ཱྀ権ӻ推進は数年前から教員と協力し、ӵޢ教ࡒをはͣめとする༹々な資ྋをもとにジェンダーに
関わる教Ҍをࡠ成している。2008年にୈ࿹内政෨は、੓พรߍを行う৖合、੠ਈ科ҫ್名のৄ明ॽの提
ड़と生৫حのఢड़をགྷ件とする行政命ྫをड़したが、このགྷ件には๑的なڒՆがܿ೙している。当࿊໏
は行政命ྫに෈ෲを঑え、2021 年に੓พన合घ術を受けていないトランスジェンダーの E さΞの੓พ
รߍに関する૎ৃをେ行しঋ૎した。これは、生৫حをఢड़せͥ੓พรߍを行ったୈ࿹でॵめてのίー
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スで͍る。引き続きޔ件の૎ৃをେ行し、ଡくのίースでҩݓのٛいが͍るという൓݀が下された。ͯ
まり、࢚๑の面でのトランスジェンダーに関する๑ཱր正は前進しているが、行政の動きはಹいという
のがݳয়で͍る。
。りに関する指ඬを়ղしたࡠは、昨年ୈ࿹で開࢟されたトランス・インクルーシϔなΫャンϏスࢱ؈

教育ݳ৖でトランスジェンダーへの対Ԣが開࢟したのはごくۛ࠹のことで͍り、当事者の෈ຮをࣘにし
てきたという。この問題を解ভするため、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスに関する඲Ճ指ඬを
がこの඲Ճに参加した。その݃果、સての大学が੓พにͯいては戸੸上ߏ成し、2023年にはୈ࿹のൂࡠ
の੓พのى載をٽめていること、ジェンダーフリーなトイϪはસての大学にઅ஖されているがそのઅ஖
数はঙないということが明らかになった。さらに、トランスジェンダー学生の入ྊに関する明確な規定
はないことも明らかになった。ゆえに、҈心して大学生活をૻるトランスジェンダーの学生はঙなく、
さらなる具体的な指ඬやखり組みを提供することが大઀で͍るとޢる。一回の大きなӣ動で社会がรわ
ることはないが、ঘさなアクションの੷み॑͸がร化をもたらすとک調する。 

第್෨は、国内ࢀ大学でこの問題にかかわる大学教員により報告が行われた。お茶の水女子大学の੶
のトランス女੓の入学を受け入れるまでの経Ҥ（2018ߍ一࿢教दは、本学が੓พາรܚ؛ 年 7 ݆ 10 日
に会ݡを行い、2020 年度から受け入れ開࢟）にͯいて報告した。Ԧธの女子大学がトランス女੓の受け
入れをන明した当時は、トランスに対する෫当たりはکくなく、文෨科学঴と日本学術会議は、トラン
ス女੓が女子大学に進学できないとすれͻ、それは学΁権ཤの৷֒で͍ると明言するなʹ日本ଈのൕԢ
も૥かった。こうした෫ொの中、本学は 2017年Ոごろからݗ౾を開࢟、ワーΫンググループを発ଏして
し、教द会とༀ員会で৻議し受け入れを݀定した。֦方面へのઈ明会を経て、2019年౾ݗ 5݆にΪイχ
ラインをࡨ定し、ཎ年の受け入れに至る。トランス女੓の受け入れの༙ໃやਕ数に関してはາޮනとし
ている。学長（当時）は、トランス女੓を受け入れる理༟として、本学はસての女੓にとっての大学で
͍ることと、ଡ༹੓を構成することの॑གྷ੓を掲げている。
ஞഀ大学のՑ໼క೯助教は、トランスジェンダーに関する調査の݃果と՟題にͯいて報告した。ஞഀ

大学は、日本の大学でޮࣞに LGBTQʶに関するΪイχラインをࡨ定しޮනした࠹ॵの大学で͍る。ྭ
えͻ、ࢱ名は戸੸รߍやҫࢥのਏஇなしでもรߍՆ能で͍る。同大学は、同੓Ϗートナーのいる教৮員
への対Ԣも͍り、ෳཤ޲生制度を੖ඍしている。સ国調査は、国ཱི・ޮཱི大学とࢴ大࿊໏に加໏してい
る大学 を対象に実施した。そこから、日本の大学ではトランスジェンダーに関する制度が੖ඍさߏ308
れているようにݡえるが、当事者の੢がलわれていないݳয়がූき௄りになったという。ゆえに、当事
者の੢を௎くことが今後の՟題だと指ఢする。 

中ԟ大学ダイバーシティセンターの長ౣࠦܛ子教दは、センターの活動にͯいて報告を行った。当大
学は、2017年に中ԟ大学ダイバーシティઑ言をޮනし、ଡ༹੓を࣍ͯਕ々が学びと働くؽ会をଝなわな
いڧ؂Ͱくりをઑ言した。ダイバーシティをगることは命をगることだという考えを学内で共༙し、
2020年にはダイバーシティセンターをઅ஖した。大学入学はトランジション（੓พҢ行）を開࢟した学
生にとって॑གྷな時期で͍り、入学センターと࿊ܠし学生生活をԃ׊に開࢟することができるように支
援している。 

その後、࣯ٛԢ౶が行われ、その೦ྖからトランスジェンダー、トランス・インクルーシϔなڧ؂へ
の関心の高さがわかった。今回のセミナーを௪して、基本的ਕ権がगられた社会Ͱくりと、そしてトラ
ンスジェンダーの学生が҈心してห学にۊし΋ことができるڧ؂੖ඍがە٦の՟題だということが明
確になった。           ى࿧୴当ʁお茶の水女子大学文教育学෨言ޢ文化学科 4年 S.M.
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スで͍る。引き続きޔ件の૎ৃをେ行し、ଡくのίースでҩݓのٛいが͍るという൓݀が下された。ͯ
まり、࢚๑の面でのトランスジェンダーに関する๑ཱր正は前進しているが、行政の動きはಹいという
のがݳয়で͍る。
。りに関する指ඬを়ղしたࡠは、昨年ୈ࿹で開࢟されたトランス・インクルーシϔなΫャンϏスࢱ؈

教育ݳ৖でトランスジェンダーへの対Ԣが開࢟したのはごくۛ࠹のことで͍り、当事者の෈ຮをࣘにし
てきたという。この問題を解ভするため、トランス・インクルーシϔなΫャンϏスに関する඲Ճ指ඬを
がこの඲Ճに参加した。その݃果、સての大学が੓พにͯいては戸੸上ߏ成し、2023年にはୈ࿹のൂࡠ
の੓พのى載をٽめていること、ジェンダーフリーなトイϪはસての大学にઅ஖されているがそのઅ஖
数はঙないということが明らかになった。さらに、トランスジェンダー学生の入ྊに関する明確な規定
はないことも明らかになった。ゆえに、҈心して大学生活をૻるトランスジェンダーの学生はঙなく、
さらなる具体的な指ඬやखり組みを提供することが大઀で͍るとޢる。一回の大きなӣ動で社会がรわ
ることはないが、ঘさなアクションの੷み॑͸がร化をもたらすとک調する。 

第್෨は、国内ࢀ大学でこの問題にかかわる大学教員により報告が行われた。お茶の水女子大学の੶
のトランス女੓の入学を受け入れるまでの経Ҥ（2018ߍ一࿢教दは、本学が੓พາรܚ؛ 年 7 ݆ 10 日
に会ݡを行い、2020 年度から受け入れ開࢟）にͯいて報告した。Ԧธの女子大学がトランス女੓の受け
入れをන明した当時は、トランスに対する෫当たりはکくなく、文෨科学঴と日本学術会議は、トラン
ス女੓が女子大学に進学できないとすれͻ、それは学΁権ཤの৷֒で͍ると明言するなʹ日本ଈのൕԢ
も૥かった。こうした෫ொの中、本学は 2017年Ոごろからݗ౾を開࢟、ワーΫンググループを発ଏして
し、教द会とༀ員会で৻議し受け入れを݀定した。֦方面へのઈ明会を経て、2019年౾ݗ 5݆にΪイχ
ラインをࡨ定し、ཎ年の受け入れに至る。トランス女੓の受け入れの༙ໃやਕ数に関してはາޮනとし
ている。学長（当時）は、トランス女੓を受け入れる理༟として、本学はસての女੓にとっての大学で
͍ることと、ଡ༹੓を構成することの॑གྷ੓を掲げている。
ஞഀ大学のՑ໼క೯助教は、トランスジェンダーに関する調査の݃果と՟題にͯいて報告した。ஞഀ

大学は、日本の大学でޮࣞに LGBTQʶに関するΪイχラインをࡨ定しޮනした࠹ॵの大学で͍る。ྭ
えͻ、ࢱ名は戸੸รߍやҫࢥのਏஇなしでもรߍՆ能で͍る。同大学は、同੓Ϗートナーのいる教৮員
への対Ԣも͍り、ෳཤ޲生制度を੖ඍしている。સ国調査は、国ཱི・ޮཱི大学とࢴ大࿊໏に加໏してい
る大学 を対象に実施した。そこから、日本の大学ではトランスジェンダーに関する制度が੖ඍさߏ308
れているようにݡえるが、当事者の੢がलわれていないݳয়がූき௄りになったという。ゆえに、当事
者の੢を௎くことが今後の՟題だと指ఢする。 

中ԟ大学ダイバーシティセンターの長ౣࠦܛ子教दは、センターの活動にͯいて報告を行った。当大
学は、2017年に中ԟ大学ダイバーシティઑ言をޮනし、ଡ༹੓を࣍ͯਕ々が学びと働くؽ会をଝなわな
いڧ؂Ͱくりをઑ言した。ダイバーシティをगることは命をगることだという考えを学内で共༙し、
2020年にはダイバーシティセンターをઅ஖した。大学入学はトランジション（੓พҢ行）を開࢟した学
生にとって॑གྷな時期で͍り、入学センターと࿊ܠし学生生活をԃ׊に開࢟することができるように支
援している。 

その後、࣯ٛԢ౶が行われ、その೦ྖからトランスジェンダー、トランス・インクルーシϔなڧ؂へ
の関心の高さがわかった。今回のセミナーを௪して、基本的ਕ権がगられた社会Ͱくりと、そしてトラ
ンスジェンダーの学生が҈心してห学にۊし΋ことができるڧ؂੖ඍがە٦の՟題だということが明
確になった。           ى࿧୴当ʁお茶の水女子大学文教育学෨言ޢ文化学科 4年 S.M.
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IGSセϝψー（学内ݸఈ） 

ҲॻͶ学·͑ʄ性的ಋқと୊ंࢀղ೘ϭーέεϥρプ 

ʴ日時ʵ2024年 4 ݆ 24 日（水）16:00ʛ18:00 

ʴ会৖ʵਕؔ文化૓成科学研究科౫ 604 ࣪（対面） 

ʴࢥߪʵ 

Misha Cade（౨ښ大学総合文化研究科博士後期՟ఖ） 

今ଞさくら（一ൢ社஄๑ਕちΎ΁ୈศし女子アクション、お茶の
水女子大学大学院ジェンダー社会科学専ߊଖ業生） 

ʴ࢚会ʵ 

՘Ԯ಺ԟ（IGS アカυミック・アシスタント） 

ʴ主催ʵ 

ジェンダー研究所 

『リプロダクティϔ・ジャスティス』ຍ༃プロジェクト 

ʴ言ޢʵ日本ޢ 

ʴ参加者数ʵ18 名 

ʴटࢭʵ 

本セミナーは、「੓的同қ」「第ࢀ者ղ入」にͯいて学΁参加型の学内限定ワークショップで͍る。2023年 7

݆ 13 日に「ک制੓交等ࡓ」が「෈同қ੓交等ࡓ」にր正、施行されたことをきっかけに、ۛ年「同қ」とい
う֕念への஭目度は高まり続けている。本セミナーでは、ロールプϪイングやグループワークを௪して҈સで
具体的な「੓的同қ」のྭにͯいて学΁。また、੓暴力がًきてしまった時、ًきそうな時に॑གྷな「第ࢀ者
ղ入」にͯいても理解することができる。 

ʴ開催報告ʵ 

2024 年 4 ݆ 24 日、「੓的同қ」を߁めるさま͡まな活動を行ってきた Misha Cade さΞと今ଞさくら
さΞをおডきして、「一ॻに学·うʄ੓的同қと第ࢀ者ղ入ワークショップ」を開催した。 

๱ಆ、参加者らは 3 ਕグループをࡠり、ϒδを஭文するというアイスϔϪイクを行った。グループで
1 ͯのϒδを஭文するとՀ定して、ʹ のようなϒδを஭文するかをみΞなで࿫し合うというもので͍る。
サイθはՁか、アϪルάーはないか、そもそもϒδは޹きかʹうか、今おなかはۯいているかなʹ、日
৙の中でࣙષに行われる会࿫のやりखりは、まさしく「同қ」をखる行ҟそのもので͍ることを確೟し
た。
「同қ」がखれていないয়ڱでは、૮घのバウンダリー（ࣙ෾と他ਕのన઀なڧֆત）を৷֒すること
になり、੓暴力にͯながるڬれが͍る。また、੓暴力は、଒੓に関わらͥ୯しもがඅ֒者・加֒者にな
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るՆ能੓が͍る。子ʹもや LGBTQ、ਐۛな関係੓（Պଔ、༓ਕؔ）で͍るなʹ、より੢を上げͰらいཱི
৖やڧ؂で͍るほʹ੓暴力に合いやすいという౹ܯ調査も͍る。ࣙ෾や大઀なਕを੓暴力からगるため
には、「੓的な言動の前に੷ۅ的にқࢧ確೟を行う」というқັでの「੓的同қ」がචགྷ෈Նܿで͍る。 

次に、੓暴力をາષに๹͛方๑として、අ֒者・加֒者ではない「第ࢀ者」の存ࡑもඉ৙に༙ްで͍
ることが提ࣖされた。「サークルのӁみ会で਴っ෹った༓ਕが、その後先ഒから੓අ֒に͍った」という
シナリオを元に、ʹのように「第ࢀ者ղ入」ができたのかをグループで࿫し合い、発නを行った。「第ࢀ
者ղ入」の方๑として、加֒者にやめてもらうように੢をかけることが૟଀されがちで͍るが、̓D’s

（௜ંղ入、ـをそらす、җ任する、ৄ拠を࢔す、後からղ入する）なʹ他にも༹々な方๑が͍ることが
়ղされた。 

য়もৰれられた。੓暴力は෈ฑ等を生みड़す社会ݳ後に、「੓的同қ」だけでは੓暴力は根ઊしない࠹
構ଆをրવしない限り解݀はされͥ、๑ཱ上で定義される「੓的同қ」だけでは限ֆが͍る。ࢴたちが
まり正義（ジャステͯ、ڱ定権（ࣙ෾のਐ体のことをࣙ෾で݀める権ཤ）が৷֒されないয়݀ހࣙͯ࣍
ィス）がୣ成されるためには、ୱなる「同қ」だけではなく、ೝ৹、中ઊ、਎になること、子育てなʹ
の権ཤも同時に考えなけれͻならない。こうしてॵめて、リプロダクティϔ・ジャスティスの実ݳにۛ
Ͱくことができる。しかし、はͣめの一ิとして、ݺਕの࿂Ѭ関係の中で「同қ」を੷み॑͸ていくこ
とが、ジェンダー෈ฑ等な੊ֆで生きていく上での日৙的な「プチ・Ϫジスタンス」にͯながるという
ポジティϔなϟッセージと共に終了した。 

 ࿧୴当ʁ՘Ԯ಺ԟ（IGS アカυミック・アシスタント）ى
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るՆ能੓が͍る。子ʹもや LGBTQ、ਐۛな関係੓（Պଔ、༓ਕؔ）で͍るなʹ、より੢を上げͰらいཱི
৖やڧ؂で͍るほʹ੓暴力に合いやすいという౹ܯ調査も͍る。ࣙ෾や大઀なਕを੓暴力からगるため
には、「੓的な言動の前に੷ۅ的にқࢧ確೟を行う」というқັでの「੓的同қ」がචགྷ෈Նܿで͍る。 

次に、੓暴力をາષに๹͛方๑として、අ֒者・加֒者ではない「第ࢀ者」の存ࡑもඉ৙に༙ްで͍
ることが提ࣖされた。「サークルのӁみ会で਴っ෹った༓ਕが、その後先ഒから੓අ֒に͍った」という
シナリオを元に、ʹのように「第ࢀ者ղ入」ができたのかをグループで࿫し合い、発නを行った。「第ࢀ
者ղ入」の方๑として、加֒者にやめてもらうように੢をかけることが૟଀されがちで͍るが、̓D’s

（௜ંղ入、ـをそらす、җ任する、ৄ拠を࢔す、後からղ入する）なʹ他にも༹々な方๑が͍ることが
়ղされた。 

য়もৰれられた。੓暴力は෈ฑ等を生みड़す社会ݳ後に、「੓的同қ」だけでは੓暴力は根ઊしない࠹
構ଆをրવしない限り解݀はされͥ、๑ཱ上で定義される「੓的同қ」だけでは限ֆが͍る。ࢴたちが
まり正義（ジャステͯ、ڱ定権（ࣙ෾のਐ体のことをࣙ෾で݀める権ཤ）が৷֒されないয়݀ހࣙͯ࣍
ィス）がୣ成されるためには、ୱなる「同қ」だけではなく、ೝ৹、中ઊ、਎になること、子育てなʹ
の権ཤも同時に考えなけれͻならない。こうしてॵめて、リプロダクティϔ・ジャスティスの実ݳにۛ
Ͱくことができる。しかし、はͣめの一ิとして、ݺਕの࿂Ѭ関係の中で「同қ」を੷み॑͸ていくこ
とが、ジェンダー෈ฑ等な੊ֆで生きていく上での日৙的な「プチ・Ϫジスタンス」にͯながるという
ポジティϔなϟッセージと共に終了した。 

 ࿧୴当ʁ՘Ԯ಺ԟ（IGS アカυミック・アシスタント）ى
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2024 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

IGSセϝψー（学内ݸఈ） 

ϟυィアͶ͕͜るʲԎ৏ʳの構ଆと൅৶ंと͢ͱのͬͪࢴ

ʴ日時ʵ2024 年 6 ݆ 14日（金）14:00ʛ13:20 

ʴ会৖ʵਕؔ文化૓成科学研究科౫ 604 
ʴ基調ߪԍʵ 

治෨れΞげ（ジャーナリスト、౨ښ工業大学リベラ 

ルアーς研究教育院०教द）
ʴϏネリストʵ 

 ઔさおり（共同௪信௣支局長）ٸ

Ցݬએॡ（お茶の水女子大学博士前期՟ఖジェンダー社会科学専
 （者ى信ೳຘ日新ซ社／ߊ

ʴ࢚会ʵ 

છ໼༑ࡌ（お茶の水女子大学博士前期՟ఖジェンダー社会科学専ߊ） 

౞ҬѺ（お茶の水女子大学博士前期՟ఖジェンダー社会科学専ߊ） 
ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ言ޢʵ日本ޢ 

ʴ参加者数ʵ34名 

ʴटࢭʵ 

本セミナーでは SNS なʹのϟυィアにおける特定の主௃・߁告に対する大規ໝな൳定的なൕԢ、すな
わち「Ԏ上」が再生ࢊされる構ଆをジェンダーの視点からݗ౾する。第一෨では、ϟυィア業ֆで活༄
するߪԍ者がϟυィア業ֆのジェンダーバランスやバイアス、またそれをรַするためにできることな
ʹをफ़΄、第್෨では新ซ社にۊ務するϏネリストらが加わり、ジェンダーқࣟやジェンダー視点のย
った೟ࣟを内面化したਕ々が報ಕؽ関にも存ࡑするݳয়にʹう対߇す΄きかなʹにͯいて議論した。 

ʴ開催報告ʵ 

 第一෨ではジャーナリストで͍り、౨ښ工業大学リベラルアーς研究教育院०教दの治෨れΞげࢱが
ౌஅした。ߪԍではまͥ、テϪϑや新ซ、雑誌なʹのオールχϟυィアと、インターネット෕ٶ後に発
ୣした web ഖ体のωュースや SNS なʹのωューϟυィアにおけるࡠりघや経Өܙସ、規制なʹの特௅
にͯいての੖理が行われた。次に、日本マスコミ文化৚報࿓組会議の『ϟυィアの女੓管理৮ׄ合調査
の݃果にͯいて』（2020）をもとに、新ซ 3.1%1、๎ૻ 1.5%2、ड़൝ 8.3%3という、ϟυィア業ֆに女੓
ༀ員がາだঙないという問題点が指ఢされた。 

 さらにϟυィア業ֆが他業झとർ΄て高फ入で͍るがゆえに、ฤ働きでՊଔをි཈できるというয়ڱ
が、長時ؔ࿓働や஋੓大ࠉ஬Ϡυルというڈସғષとした働き方を存続させていると指ఢされ、このよ
うなジェンダー規範を内面化したࡠりघが制ࡠする൬組やى事なʹのコンテンςには、このยったジェ

1 新ซ࿓࿊に࿓組が加໏する新ซ社・௪信社（回౶ 41 社）の女੓ༀ員ׄ合 
のテϪϑ局（回౶ࡗࡑ・ښࡑ 2 12 社）の女੓ༀ員ׄ合 
3 ड़൝࿓࿊に࿓組が加໏するड़൝関࿊企業ならびにそれ以外のड़൝関࿊企業（回౶ 41 社）の女੓ༀ員ׄ合 
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ンダー規範がൕӫされるという、ジェンダーバイアスが再生ࢊされる࢕組みがઈ明された。࠹後に、ジ
ェンダーバイアスの͍るى事や൬組に対し受けघとしてՁができるかに関して、第一に、қݡをૻる時
はѾ先を明確にすること、ͯまりഖ体や掲載時期、問題的な՗所を正確に೼Ѵしૻり先の঱点を定める
こと。第್に、ҡなるཱི৖のਕにもఽわるように学術的専໵༽ޢではなく、ఽわる言ཁでනݳすること
という戦ྲྀ的で具体的なアクションがࣖされた。
続いて第್෨では、共同௪信௣支局長で͍るٸઔさおりࢱと信ೳຘ日新ซ社のى者で͍り、お茶の水

女子大学博士前期՟ఖのՑݬએॡࢱを加え、治෨ࢱと 3名でϏネルυィスカッションが行われた。 

者やυスクとして活༄してきたࣙਐの経験にৰれながら、ϟυィア業ֆのジェンダーやى、はࢱઔٸ
セクシュアルマイノリティの問題のଌえ方のร化や、社内でも෨ॼによってジェンダーの視点をى事に
੟りࠒ΋ೋしさがҡなることなʹをफ़΄た。ٸઔࢱは報ಕ֦社でࡠߚݬ成時に༽いられる共同௪信社の
者ύンχϔックのى LGBT に関する՗所のࡠ成にもܠわっており、ࠫ พを再生ࢊしないためにߚݬで使
う言ཁを৽॑にમ୔することの॑གྷ੓を指ఢした。
次に、Ցࢱݬが共同௪信社とஏ方新ซ社がึ׮の関係に͍ることをઈ明し、ࣙਐの経験を৾りศりな

がらࢊ業的な構ଆと関係した新ซ社の長時ؔ࿓働の問題を提ࣖした。Ցࢱݬが所଒する信ೳຘ日新ซで
は共同௪信社のى者ύンχϔックを使༽しており、ジェンダーに関する༽ޢがى載されたύンχϔック
をࣖすことで、੓ࠫพ的なනݳにͯいて社内で指ఢすることがՆ能になったとफ़΄た。 

その後  。によるϏネルυィスカッションが行われ、ϟυィア業ֆにおける以下の問題が共༙されたࢱ3

（１）ジェンダーの視点を入れたى事をࢶ面や web 上でޮ開することやジェンダーࠫพ的なනݳを
指ఢすることのೋしさとᷦ౽
（̐）ジェンダーの問題は女੓だけのものとしてଌえられる෫ொ
（̑）ϟυィア業ֆのڇ༫の૮対的な高さから஋੓稼͙型Ϡυルがکく࢔っており、Ϗートナーに
ਐ的でՊ事にॊ事する専業主෌規範が๊れにくいことݛ
（̒）報ಕ֦社ともに制度上・規則上は、ত進なʹにおいて明確な஋女ࠫพが規定されているわけ
ではないが、݃局トップにમ任される女੓がঙないこと

また、2015 年以߳の SDGs の෕ٶや 2017年の#MeToo ӣ動のӪڻなʹから、社会の規範やマーίティ
ング、߁告の面からϟυィア業ֆもร化していることも指ఢされた。
その後࣯ٛԢ౶が行われ、「ࠫพ的なқݡを࣍ͯਕにʹのように対Ԣするか」という問題にͯいて、治

෨ࢱから、υジタル上でのアプローチは限ֆが͍る一方、対面で継続的な関係においてはࣙ෾の発言か
ら૮घがรわることも͍ると回౶が͍った。また、ٸઔࢱからは、ൔܚ 1m 以内、ඉ৙にਐۛな存ࡑに
ͯいてはࣙ෾のқݡをනし続けることでそのਕのқࣟはรַされるという考えがࣖされ、ى者で͍れͻ
からも、実際にࣙࢱݬघஊが͍る、ということもफ़΄られた。Ցݳ事、研究者で͍れͻ論文というනى
ਐもى事をॽく時にࠫพ的な発言をするਕがʹうしてそうなってしまったのかྼ࢛的・社会構ଆ的な視
点からも考え、ときほ͛すようなى事をॽけるように౔力しているとの回౶が͍った。また治෨ࢱから、
ʹのようなఽえ方をすれͻ૮घにް果的に૎えかけることができるかを考ྂし、時には数࣊や経ࡃ的な
指ඬを༽いてઈ明することの॑གྷ੓もࣖされた。 

後に参加者から、ࣙਐが経験したジェンダー問題を共༙できる、今回のセミナーのような৖が͍る࠹ 
ということ、問題を共༙し࿫し合える対࿫の৖をͯくり続けることのචགྷ੓がफ़΄られ、セミナーは終
了した。      ى࿧୴当ʁঘྜྷ࡛ذ（お茶の水女子大学博士前期՟ఖジェンダー社会科学専ߊ） 
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ンダー規範がൕӫされるという、ジェンダーバイアスが再生ࢊされる࢕組みがઈ明された。࠹後に、ジ
ェンダーバイアスの͍るى事や൬組に対し受けघとしてՁができるかに関して、第一に、қݡをૻる時
はѾ先を明確にすること、ͯまりഖ体や掲載時期、問題的な՗所を正確に೼Ѵしૻり先の঱点を定める
こと。第್に、ҡなるཱི৖のਕにもఽわるように学術的専໵༽ޢではなく、ఽわる言ཁでනݳすること
という戦ྲྀ的で具体的なアクションがࣖされた。
続いて第್෨では、共同௪信௣支局長で͍るٸઔさおりࢱと信ೳຘ日新ซ社のى者で͍り、お茶の水

女子大学博士前期՟ఖのՑݬએॡࢱを加え、治෨ࢱと 3名でϏネルυィスカッションが行われた。 

者やυスクとして活༄してきたࣙਐの経験にৰれながら、ϟυィア業ֆのジェンダーやى、はࢱઔٸ
セクシュアルマイノリティの問題のଌえ方のร化や、社内でも෨ॼによってジェンダーの視点をى事に
੟りࠒ΋ೋしさがҡなることなʹをफ़΄た。ٸઔࢱは報ಕ֦社でࡠߚݬ成時に༽いられる共同௪信社の
者ύンχϔックのى LGBT に関する՗所のࡠ成にもܠわっており、ࠫ พを再生ࢊしないためにߚݬで使
う言ཁを৽॑にમ୔することの॑གྷ੓を指ఢした。
次に、Ցࢱݬが共同௪信社とஏ方新ซ社がึ׮の関係に͍ることをઈ明し、ࣙਐの経験を৾りศりな

がらࢊ業的な構ଆと関係した新ซ社の長時ؔ࿓働の問題を提ࣖした。Ցࢱݬが所଒する信ೳຘ日新ซで
は共同௪信社のى者ύンχϔックを使༽しており、ジェンダーに関する༽ޢがى載されたύンχϔック
をࣖすことで、੓ࠫพ的なනݳにͯいて社内で指ఢすることがՆ能になったとफ़΄た。 

その後  。によるϏネルυィスカッションが行われ、ϟυィア業ֆにおける以下の問題が共༙されたࢱ3

（１）ジェンダーの視点を入れたى事をࢶ面や web 上でޮ開することやジェンダーࠫพ的なනݳを
指ఢすることのೋしさとᷦ౽
（̐）ジェンダーの問題は女੓だけのものとしてଌえられる෫ொ
（̑）ϟυィア業ֆのڇ༫の૮対的な高さから஋੓稼͙型Ϡυルがکく࢔っており、Ϗートナーに
ਐ的でՊ事にॊ事する専業主෌規範が๊れにくいことݛ
（̒）報ಕ֦社ともに制度上・規則上は、ত進なʹにおいて明確な஋女ࠫพが規定されているわけ
ではないが、݃局トップにમ任される女੓がঙないこと

また、2015 年以߳の SDGs の෕ٶや 2017年の#MeToo ӣ動のӪڻなʹから、社会の規範やマーίティ
ング、߁告の面からϟυィア業ֆもร化していることも指ఢされた。
その後࣯ٛԢ౶が行われ、「ࠫพ的なқݡを࣍ͯਕにʹのように対Ԣするか」という問題にͯいて、治

෨ࢱから、υジタル上でのアプローチは限ֆが͍る一方、対面で継続的な関係においてはࣙ෾の発言か
ら૮घがรわることも͍ると回౶が͍った。また、ٸઔࢱからは、ൔܚ 1m 以内、ඉ৙にਐۛな存ࡑに
ͯいてはࣙ෾のқݡをනし続けることでそのਕのқࣟはรַされるという考えがࣖされ、ى者で͍れͻ
からも、実際にࣙࢱݬघஊが͍る、ということもफ़΄られた。Ցݳ事、研究者で͍れͻ論文というනى
ਐもى事をॽく時にࠫพ的な発言をするਕがʹうしてそうなってしまったのかྼ࢛的・社会構ଆ的な視
点からも考え、ときほ͛すようなى事をॽけるように౔力しているとの回౶が͍った。また治෨ࢱから、
ʹのようなఽえ方をすれͻ૮घにް果的に૎えかけることができるかを考ྂし、時には数࣊や経ࡃ的な
指ඬを༽いてઈ明することの॑གྷ੓もࣖされた。 

後に参加者から、ࣙਐが経験したジェンダー問題を共༙できる、今回のセミナーのような৖が͍る࠹ 
ということ、問題を共༙し࿫し合える対࿫の৖をͯくり続けることのචགྷ੓がफ़΄られ、セミナーは終
了した。      ى࿧୴当ʁঘྜྷ࡛ذ（お茶の水女子大学博士前期՟ఖジェンダー社会科学専ߊ） 
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IGS国際ϭーέεϥρプ 

アジアଢฑ༺をΌ͛るஏ੕学的߇૬とジェンダー

ʴ日時ʵ2024 年 12݆ 5日（໨）16:30ʛ19:00 

ʴ会৖ʵ共௪ߪ義౫ 1 ؙߺ 302࣪（対面） 

ʴ報告ʵ 

ᤜ一ฑ（カリフォルωア大学アーバインߏ博士後期՟ఖ／
Development Alternatives with Women for a New Era （DAWN））
「Producing Southern Feminist Knowledge on Global China: Reflection on 

feminist political economy in current global geopolitics」 

本ࢃԟ子（IGS特任リサーチフェロー） 

「日本の国Պ҈સ保্戦ྲྀに組みࠒまれる『ジェンダー』」 

ʴコϟントʵवྜྷこͥえ（同ࢦ社大学教द） 

ʴ࢚会ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ共催 科ɻ研ඇऑघ「日本による਎ジェンダー外交の展開ʁ҈સ保
্、Ϊバナンス、৪຿ஏ主義視点からの෾ੵ」（23K17134） 

ʴ言ޢʵ日ӵ（஠次௪༃༙） 

ʴ参加者数ʵ38名 

ʴटࢭʵ 

ۛ年、アジアଢฑ༺をめ͛るஏ政学的߇争のە௃度が高まっているが、日本と中国はイυオロάー的
に「ҡなる」のか、૔方のグローバルな戦ྲྀの中で「ジェンダー」はʹのようにҒ஖Ͱけられるのか。
さらに、グローバル・サウスのଈから「開発」と「҈સ保্」にͯいて対߇的なフェミωスト知を生ࢊ
し、ఏ߇の戦ྲྀをඵくことはՆ能だろうか。本ワークショップでは、中国と日本のグローバル戦ྲྀとジ
ェンダーに関する್ͯの報告を受け、൹൓的フェミωスト෾ੵの展๮にͯいてコϟンテーターそして参
加者からの࣯問を交えた౾論が行われた。 

ʴ開催報告ʵ 

報告者の一ਕ目のᤜ一ฑࢱは、๱ಆで中国の国際社会におけるӪڻ力が拡大する中で、それに対する
研究やϟυィアの関心は高まっている一方、女੓の発展やジェンダーฑ等に関する国際的ख組がک化さ
れているଈ面にはॉ෾な஭қが෹われていないことを指ఢした。このため、グローバル・サウスのフェ
ミωスト研究者・活動Պのネットワークで͍る DAWN は、2022 年から中国のグローバル・サウスへの
関༫におけるジェンダーӪڻを෾ੵする研究プロジェクトをཱིち上げた。報告では、まͥ中国の開発協
力おけるジェンダー֕念に関してͯࢀの特௅がࣖされた。第一に、中国のޮࣞ言ઈにおいて女੓は子ʹ
も、高ྺ者、্֒者とด΁੮ओな集஄に෾ྪされているが、同時にそのઞࡑ能力とΦージェンシーも೟
ࣟされ、女੓の能力の発展が社会のൡӭや国Պの経ࡃ発展に資するとされている。また、ジェンダーは
஋女の್ߴに঱点が当てられ、੓的指޴やジェンダー・アイυンティティへの支࣍はভۅ的で͍る。こ
の戦ྲྀ的ᐈຖさは中国政ැの外交ݬ則「ٽಕ存䇙」をൕӫしている。第್に、ೈೈ協力ではノン・コン
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υィショナリティと領域外義務のؔにە௃関係が͍り、ジェンダー主流化のための一ؑしたアプローチ
は存ࡑしていない。第ࢀに、国際開発イωシアティϔの言ઈとݳ実のؔにはάャップが͍り、ޮ的文ॽ
にはジェンダーฑ等に関するى載は͍っても、中国ଈおよび受入国ଈのジェンダーқࣟはఁい。次に、
DAWN の調査から得られた主な݃果が共༙された。ジェンダーӪڻにͯいては正とෝのྈ面が͍り、イ
ンフラやਕಕプロジェクトは女੓たちにཤӻをもたらしている一方、ࢤ຿社会や女੓஄体の参加がܿ೙
したয়ڱでジェンダーฑ等にรַをもたらすかはٛ問が͍る。考察では、DAWN の研究がジェンダーの
視点からೈೈ協力を再考するචགྷ੓をࣖࠨしており、特に国際開発協力においてジェンダーฑ等のୣ成
や女੓のਕ権ଜ॑はコンυィショナリティとしてではなく、֦国の開発アジェンダに౹合される΄き目
ඬで͍ることがک調された。࿊ଵと対࿫を௪ͣてフェミωスト・アジェンダを再૟଀することが今後の
॑གྷな՟題で͍る。
次に本ࢃԟ子ࢱは、日本が中国のような権Ҙ主義的国ՊからのڶҘに対し、຿主主義、ਕ権、๑、支

ഓなʹ「෕ษ的Ճ஍」に基Ͱくஏ域஡঄をगるため、ٺଐに܋事大国としてୈಆし͍ͯͯること、その
中でジェンダーが҈સ保্戦ྲྀの一෨として継続的に推進されてきたことを指ఢした。報告ではまͥ、
ྮ戦後の日本の҈સ保্の再構築とジェンダー主流化の֕ྲྀがઈ明された。1990年େの࿹؝戦争をؽܘ
に日本はඉ܋事的ݓ๑から཯୦し、「共௪のՃ஍」に基Ͱく「日ธの固いូ」をک調しながら、国際஡঄
をң࣍する責任を࣍ͯ新たな「஋੓的な日本」の再構築をࢾみた。しかし同時期の「Ҝ҈෌」අ֒者に
よる正義のགྷٽは、保ग派のൕ発をডいた。2000年େに日本はアフΪン戦争の෰ڷ支援を௪ͣて、ジェ
ンダー主流化を推進するWPS（女੓・ฑ࿪・҈સ保্）の॑གྷ੓を೟ࣟし、対テロ戦争への関༫の中で、
ࣙ国の҈સ保্と経ࡃ成長のために国際҈સ保্に関༫するචགྷ੓を再೟ࣟした。2010年େに成ཱིした
第್次҈ഔ政権は「੷ۅ的ฑ࿪主義」を掲げ、2013 年に国Պ҈સ保্戦ྲྀをࡨ定した。この文ຼで「෕
ษ的Ճ஍」に基Ͱく国際஡঄のң࣍は「国ӻ」の一෨となり、女੓活༄や女੓保護に޴けた国際協力が
はڱ調された。こうしたয়ک 2022年のウクライナ৷ߊ以߳、さらにร化している。ీ؝政権は܋事能力
の拡௃をک力にଇ進し、2017 年から「෕ษ的Ճ஍」に基Ͱくஏ政学的・ஏ経学的ஏ域戦ྲྀで͍る FOIP

（ࣙ༟で開かれたインχଢฑ༺）が推進されてきた。しかし「෕ษ的Ճ஍」は日本のཤӻଇ進を国際的ޮ
共વとして正当化するもので͍り、この中で中国は「෕ษ」にൕするݧثでҡ৙な他者としてҒ஖Ͱけ
られ、ジェンダーฑ等は「ओ者」を保護する権力主௃としてනれている。こうした「෕ษ的Ճ஍」を掲
げた܋事力の拡大と国際҈સ保্の推進は、ਕ権৷֒をѳ化させるݧث੓を࣍ͯ。これに対߇するフェ
ミωスト実践のՆ能੓として、報告では政ࡨ対࿫に関༫し、その࿰組みを問うこと、さらにフェミωス
ト政治経ࡃ学の視点から国Պ༩ࢋや資ݱഓ෾をݗ౾するචགྷ੓が提ًされ、そのգఖでグローバル・サ
ウスとのઇ合が෈Նܿで͍ることがک調された。
コϟンテーターのवྜྷこͥえࢱからは、トランスナショナルなフェミωストたちの࿊ଵによるฑ࿪活

動の実践として「܋事主義をڒさない国際女੓ネットワーク（IWNAM）」および「෤力จ争༩๹のため
のグローバルϏートナーシップ ๼౨アジアプロセス(GPPAC NEA)」のख組が়ղされた。また、ᤜࢱ
には๼౨アジアにおけるフェミωストとࢤ຿社会の対࿫構築のՆ能੓、本ࢱࢃには WPS のஏ域ܯ画の
、の中国におけるรַのೋしさやࡑݳ、けた展๮にͯいて࣯問がなされた。さらにフロアからは޴定にࡨ
日中のཱི৖をӿえたフェミωスト対࿫構築にͯいて࣯問が͍った。գڊのྼ࢛をಁまえた対࿫の再活੓
化と、ஏ政学とフェミωスト政治経ࡃ学のྈ視点から新しいフϪームワークをܙ成する॑གྷ੓が再೟ࣟ
され、ワークショップはถປとなった。 

（ߊお茶の水女子大学大学院博士後期՟ఖジェンダー学際研究専）ຓඔڰ࿧୴当ʁ高ى
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υィショナリティと領域外義務のؔにە௃関係が͍り、ジェンダー主流化のための一ؑしたアプローチ
は存ࡑしていない。第ࢀに、国際開発イωシアティϔの言ઈとݳ実のؔにはάャップが͍り、ޮ的文ॽ
にはジェンダーฑ等に関するى載は͍っても、中国ଈおよび受入国ଈのジェンダーқࣟはఁい。次に、
DAWN の調査から得られた主な݃果が共༙された。ジェンダーӪڻにͯいては正とෝのྈ面が͍り、イ
ンフラやਕಕプロジェクトは女੓たちにཤӻをもたらしている一方、ࢤ຿社会や女੓஄体の参加がܿ೙
したয়ڱでジェンダーฑ等にรַをもたらすかはٛ問が͍る。考察では、DAWN の研究がジェンダーの
視点からೈೈ協力を再考するචགྷ੓をࣖࠨしており、特に国際開発協力においてジェンダーฑ等のୣ成
や女੓のਕ権ଜ॑はコンυィショナリティとしてではなく、֦国の開発アジェンダに౹合される΄き目
ඬで͍ることがک調された。࿊ଵと対࿫を௪ͣてフェミωスト・アジェンダを再૟଀することが今後の
॑གྷな՟題で͍る。
次に本ࢃԟ子ࢱは、日本が中国のような権Ҙ主義的国ՊからのڶҘに対し、຿主主義、ਕ権、๑、支

ഓなʹ「෕ษ的Ճ஍」に基Ͱくஏ域஡঄をगるため、ٺଐに܋事大国としてୈಆし͍ͯͯること、その
中でジェンダーが҈સ保্戦ྲྀの一෨として継続的に推進されてきたことを指ఢした。報告ではまͥ、
ྮ戦後の日本の҈સ保্の再構築とジェンダー主流化の֕ྲྀがઈ明された。1990年େの࿹؝戦争をؽܘ
に日本はඉ܋事的ݓ๑から཯୦し、「共௪のՃ஍」に基Ͱく「日ธの固いូ」をک調しながら、国際஡঄
をң࣍する責任を࣍ͯ新たな「஋੓的な日本」の再構築をࢾみた。しかし同時期の「Ҝ҈෌」අ֒者に
よる正義のགྷٽは、保ग派のൕ発をডいた。2000年େに日本はアフΪン戦争の෰ڷ支援を௪ͣて、ジェ
ンダー主流化を推進するWPS（女੓・ฑ࿪・҈સ保্）の॑གྷ੓を೟ࣟし、対テロ戦争への関༫の中で、
ࣙ国の҈સ保্と経ࡃ成長のために国際҈સ保্に関༫するචགྷ੓を再೟ࣟした。2010年େに成ཱིした
第್次҈ഔ政権は「੷ۅ的ฑ࿪主義」を掲げ、2013 年に国Պ҈સ保্戦ྲྀをࡨ定した。この文ຼで「෕
ษ的Ճ஍」に基Ͱく国際஡঄のң࣍は「国ӻ」の一෨となり、女੓活༄や女੓保護に޴けた国際協力が
はڱ調された。こうしたয়ک 2022年のウクライナ৷ߊ以߳、さらにร化している。ీ؝政権は܋事能力
の拡௃をک力にଇ進し、2017 年から「෕ษ的Ճ஍」に基Ͱくஏ政学的・ஏ経学的ஏ域戦ྲྀで͍る FOIP

（ࣙ༟で開かれたインχଢฑ༺）が推進されてきた。しかし「෕ษ的Ճ஍」は日本のཤӻଇ進を国際的ޮ
共વとして正当化するもので͍り、この中で中国は「෕ษ」にൕするݧثでҡ৙な他者としてҒ஖Ͱけ
られ、ジェンダーฑ等は「ओ者」を保護する権力主௃としてනれている。こうした「෕ษ的Ճ஍」を掲
げた܋事力の拡大と国際҈સ保্の推進は、ਕ権৷֒をѳ化させるݧث੓を࣍ͯ。これに対߇するフェ
ミωスト実践のՆ能੓として、報告では政ࡨ対࿫に関༫し、その࿰組みを問うこと、さらにフェミωス
ト政治経ࡃ学の視点から国Պ༩ࢋや資ݱഓ෾をݗ౾するචགྷ੓が提ًされ、そのգఖでグローバル・サ
ウスとのઇ合が෈Նܿで͍ることがک調された。
コϟンテーターのवྜྷこͥえࢱからは、トランスナショナルなフェミωストたちの࿊ଵによるฑ࿪活

動の実践として「܋事主義をڒさない国際女੓ネットワーク（IWNAM）」および「෤力จ争༩๹のため
のグローバルϏートナーシップ ๼౨アジアプロセス(GPPAC NEA)」のख組が়ղされた。また、ᤜࢱ
には๼౨アジアにおけるフェミωストとࢤ຿社会の対࿫構築のՆ能੓、本ࢱࢃには WPS のஏ域ܯ画の
、の中国におけるรַのೋしさやࡑݳ、けた展๮にͯいて࣯問がなされた。さらにフロアからは޴定にࡨ
日中のཱི৖をӿえたフェミωスト対࿫構築にͯいて࣯問が͍った。գڊのྼ࢛をಁまえた対࿫の再活੓
化と、ஏ政学とフェミωスト政治経ࡃ学のྈ視点から新しいフϪームワークをܙ成する॑གྷ੓が再೟ࣟ
され、ワークショップはถປとなった。 

（ߊお茶の水女子大学大学院博士後期՟ఖジェンダー学際研究専）ຓඔڰ࿧୴当ʁ高ى
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IGSセϝψー 

国際ऀճと஦国 
フェϝωηφ的د޹ৼ͖Δ৾Εศる 

ʴ日時ʵ2024 年 12݆ 6日（金）16:00ʛ18:00 

ʴ会৖ʵ国際交流留学生プラδ 2F ଡ目的ϙール（対面） 

ʴ報告ʵ 

ᤜ一ฑ（カリフォルωア大学アーバインߏ博士後期՟ఖ／
Development Alternatives with Women for a New Era （DAWN）） 

૛ঙ๢（中国ਕ຿大学教द） 

ʴ࢚会・コϟントʵ 

大ܛ࢛ڰ（IGS०教द） 

本ࢃԟ子（IGS特任リサーチフェロー） 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ言ޢʵ日ӵ（஠次௪༃༙） 

ʴ参加者数ʵ23名 

ʴ開催報告ʵ 

本ワークショップでは、๼ښで開催された第 4 回国࿊੊ֆ女੓会議から 30 年というઇ目において、
国際社会と中国の関係をフェミωスト的視点から৾りศることを目指した。大学院生をはͣめとしたऑ
घ研究者らを主たる参加者としてઅ定し、フェミωスト活動Պ／研究者のᤜ一ฑࢱ（Cai Yiping, UC Irvine）
と૛ঙ๢ࢱ（Song Shaopeng, 中国ਕ຿大学）の 2 ਕとともに、この 30年ؔのร化にͯいてともに考え、
౾議を行った。 

ワークショップでは࠹ॵに૛ঙ๢ࢱから、genderという֕念が中国大཰に導入される経Ҥを৾りศる
報告がなされた。社会主義中国では、マルクス主義女੓解๎理論において女੓の解๎はすでにୣ成され
た՟題とҒ஖Ͱけられ、女੓の՟題を問うことは、෩ݒҪ制やϔルジョワイυオロάーの問題とみなさ
れていた。րַ・開๎を経た 1980 年େ以߳の中国社会において、女੓たちはさま͡まな問題に௜面して
いたのだが、そのような՟題にखり組΋には合理的なઈ明がචགྷで͍った。この局面において gender は
ඉ৙に༙ްな理論的視点を提供した。ジェンダー෾ੵの࿰組みを導入することによって、次のようなઈ
明がՆ能になった。1 ͯにはॐの時ؔ࣢のർֳにおいて、女੓の෼࣯的生活ড়件が発展し、生活水準が
。的にʹのようなร化がًきたのかということをとらえられるようになった؏ٮ、上していくことで޴
さらにԥ࣢のർֳを行い、女੓と஋੓のؔの格ࠫが際ཱིっていることを指ఢできるようになった。ジェ
ンダーという視点が導入されたことで、ఽ౹的な理論（マルクス主義女੓解๎論）や主流のՃ஍؏（ր
ַ開๎や経ࡃ発展）と対ཱིすることなく、経ࡃրַやݳେ化の࿑તを支࣍するସ度を保ちながらも、そ
のգఖで生ͣる女੓たちの՟題に޴き合うことがՆ能になった。

1990 年େに੊ֆ女੓会議を経て、国際援助ؽ関とその支援プロジェクトの後ԣしが߁がると、「女੓
と発展/開発」(WID)や「ジェンダーと発展/開発」(GAD)の言ઈが学術ֆと実践ֆの૔方でٺଐに߁まっ
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た。この流れは、時େ的なタイミングに合஗するもので͍ったとともに、中国෌女࿊合会の能動的参༫
が͍ったことで実ݳした。中国国内における女੓の動員において෌女࿊はک力なϏートナーシップを発
した。またかͯて「知ࣟ੪年」として೸ଞրַに೦心にਐを౦ͣた社会૜が、再びࣙらの知ࣟやネッض
トワークを生かして೸ଞ女੓たちのΦンϏワーϟントにखり組Ξだことのқັも大きかった。૛ঙ๢ࢱ
は、1990 年େの中国において gender ֕念が導入されたことのഐܢには、社会主義的な国Պのイυオロ
άーとΪバナンスのシステムのなかに正౹なҒ஖をઐめ、共௪のਕ生経験や理૟の৚೦をもっていたਕ
びとが、体制内外の力を容ҝに݃びͯけることができたのだと解ઈした。
次にᤜ一ฑࢱは、1995 年に๼ښで開催された国࿊第 4 回੊ֆ女੓会議と、1949 年に๼ښで開催され

たアジア女੓会議という 2 ͯの会議を৾りศりながら問題提ًを行った。 

1995年の第 4回੊ֆ女੓会議（4WCW）、NGO フォーラム、そしてそのӪڻにͯいては、30年にわた
る๴大な෼ޢ、回૟、研究が͍る。これらの෼ޢは、୯がʹの෨෾をޢるか、୯の経験が考ྂされ、୯
がഋঈされるかによってҡなる。国࿊会議では、ϐラリー・クリントンが「女੓の権ཤはਕ権で͍り、
ਕ権は女੓の権ཤで͍る」とޢったことが知られる。一方で๼߭ښ外のսौݟにおいて開催された NGO

フォーラムは、中国の参加者にとって、トランスナショナルなフェミωθムӣ動、新しい༽ޢや֕念（ジ
ェンダーや NGO なʹ）、さらにはϪθϑアン活動や্֒者権ཤ活動といった新しい੊ֆにॵめてৰれる
。会となったؽ

1949 年の「アジア女੓会議」は、WIDF 主催、中՜સ国຿主෌女࿈合会（ACDWF）共催によって๼
で開催された。この会議には、アジア、アフリカ、ラテンアϟリカ、ϦーロッϏ、そしてアϟリカかښ
ら 23カ国 197名のେනが参加し、中国国内からは 2000ਕ以上のେන者が๥௎した。この会議は、社会
主義ਠӨにおける女੓組৭が戦後の女੓の新しい஡঄を共同でܯ画するための॑གྷなアクションとな
り、੊ֆ中のࠪ派女੓たちがൕఉ国主義とൕ৪຿ஏ主義を目ඬにک力な࿊ଵを築く৖となった。 

ᤜはこうした経Ҥを΀まえͯͯ、「女੓」を進ิやϠダωティのන௅としようとする支ഓ的な国Պナ
ラティϔを෶す上で、フェミωθムというӣ動のトランスナショナルな੓࣯を考え続けていくことの॑
གྷ੓をࣖࠨした。
会৖にはフェミωθムに心をرせる中国ड़ਐの留学生や、日本の学生たち、またそれ以外の国の学生

たちが集まり、೦心に࣯ٛԢ౶に参加していた。そのようなࢡに、ޕいのয়ڱにͯいて知り、考え、༙
ްなघஊを学び͍っていくことが、言論や集会に対する制༁や、҈定的な社会的再生ࢊに資するような
「女੓」଀のস༴を৒りӿえていくิみになるのだというࢧいを新たにした。 

 （IGS०教द）ܛ࢛ڰ࿧୴当ʁ大ى
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た。この流れは、時େ的なタイミングに合஗するもので͍ったとともに、中国෌女࿊合会の能動的参༫
が͍ったことで実ݳした。中国国内における女੓の動員において෌女࿊はک力なϏートナーシップを発
した。またかͯて「知ࣟ੪年」として೸ଞրַに೦心にਐを౦ͣた社会૜が、再びࣙらの知ࣟやネッض
トワークを生かして೸ଞ女੓たちのΦンϏワーϟントにखり組Ξだことのқັも大きかった。૛ঙ๢ࢱ
は、1990 年େの中国において gender ֕念が導入されたことのഐܢには、社会主義的な国Պのイυオロ
άーとΪバナンスのシステムのなかに正౹なҒ஖をઐめ、共௪のਕ生経験や理૟の৚೦をもっていたਕ
びとが、体制内外の力を容ҝに݃びͯけることができたのだと解ઈした。
次にᤜ一ฑࢱは、1995 年に๼ښで開催された国࿊第 4 回੊ֆ女੓会議と、1949 年に๼ښで開催され

たアジア女੓会議という 2 ͯの会議を৾りศりながら問題提ًを行った。 

1995年の第 4回੊ֆ女੓会議（4WCW）、NGO フォーラム、そしてそのӪڻにͯいては、30年にわた
る๴大な෼ޢ、回૟、研究が͍る。これらの෼ޢは、୯がʹの෨෾をޢるか、୯の経験が考ྂされ、୯
がഋঈされるかによってҡなる。国࿊会議では、ϐラリー・クリントンが「女੓の権ཤはਕ権で͍り、
ਕ権は女੓の権ཤで͍る」とޢったことが知られる。一方で๼߭ښ外のսौݟにおいて開催された NGO

フォーラムは、中国の参加者にとって、トランスナショナルなフェミωθムӣ動、新しい༽ޢや֕念（ジ
ェンダーや NGO なʹ）、さらにはϪθϑアン活動や্֒者権ཤ活動といった新しい੊ֆにॵめてৰれる
。会となったؽ

1949 年の「アジア女੓会議」は、WIDF 主催、中՜સ国຿主෌女࿈合会（ACDWF）共催によって๼
で開催された。この会議には、アジア、アフリカ、ラテンアϟリカ、ϦーロッϏ、そしてアϟリカかښ
ら 23カ国 197名のେනが参加し、中国国内からは 2000ਕ以上のେන者が๥௎した。この会議は、社会
主義ਠӨにおける女੓組৭が戦後の女੓の新しい஡঄を共同でܯ画するための॑གྷなアクションとな
り、੊ֆ中のࠪ派女੓たちがൕఉ国主義とൕ৪຿ஏ主義を目ඬにک力な࿊ଵを築く৖となった。 

ᤜはこうした経Ҥを΀まえͯͯ、「女੓」を進ิやϠダωティのන௅としようとする支ഓ的な国Պナ
ラティϔを෶す上で、フェミωθムというӣ動のトランスナショナルな੓࣯を考え続けていくことの॑
གྷ੓をࣖࠨした。
会৖にはフェミωθムに心をرせる中国ड़ਐの留学生や、日本の学生たち、またそれ以外の国の学生

たちが集まり、೦心に࣯ٛԢ౶に参加していた。そのようなࢡに、ޕいのয়ڱにͯいて知り、考え、༙
ްなघஊを学び͍っていくことが、言論や集会に対する制༁や、҈定的な社会的再生ࢊに資するような
「女੓」଀のস༴を৒りӿえていくิみになるのだというࢧいを新たにした。 

 （IGS०教द）ܛ࢛ڰ࿧୴当ʁ大ى
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IGSセϝψー 

ԯೆͶ͕͜る༙ڠஏとジェンダー 
Պ෗ௗ੏とࣆ܋化の૮ؖを໲  ͑

ʴ日時ʵ2025 年 2 ݆ 10日（݆）16:00ʛ18:00 

ʴ会৖ʵ共௪ߪ義౫ 2 ؙߺ 102࣪（対面） 

ʴ報告ʵ 

 （社大学০୙研究員ࢦ同）ઇ子ࢃۇ

「ԯೆにおける共༙ஏの܋事化と女੓のཱི৖」 

ʴコϟントʵ 

戸ᬔ秀明（౨ښ経ࡃ大学教द） 

大ܛ࢛ڰ（IGS०教द） 

ʴ࢚会ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ言ޢʵ日本ޢ 

ʴ参加者数ʵ73名 

ʴटࢭʵ 

ۛେ資本主義の基൭となってきたࢴ的所༙に対し、オルタナティϔな経ࡃ社会の͍り方を構૟する基൭とし
て、ʬコϠンθʭが஭目されている。本セミナーは、2024年 7݆開催 IGS国際シンポジウム「フェミωθムと
コϠωング」に続くもので͍り、Պ෗長制と所༙の問題にͯいて議論が交わされた。 

ԯೆにおいてౖஏや資ݱの共༙はՊ෗長制஡঄と密ંに݃びͯいてきた。この݃びͯきはۛେ化の中でも解
体されることはなく、ธ܋౹治を経てさらにک固に再஡঄化されてきた。本セミナーでは、ธ܋基ஏの܋༽ஏ
ྋをめ͛るԯೆの女੓たちのಈ争にͯいて、ࢃۇઇ子ࢱが報告し、ԯೆۛݳେ࢛を専໵とする戸ᬔ秀明ࢱと、
 。がコϟントを行ったࢱܛ࢛ڰେ中国研究を専໵とする大ݳ

ʴ開催報告ʵ 

報告者のࢃۇઇ子ࢱは、2019 年刊行のୱஸ『ԯೆの基ஏと܋༽ஏྋ問題ʗஏ域を問う女੓たち』（༙
ஏ༼܋事化と女੓のཱི৖ʗંफされた総༙の܋を加え、「ԯೆにおける共༙ஏのݡに新たな知（ࣹࢦ
から」と題する報告を行った。 

の報告は、1990ࢱࢃۇ 年େから 2000 年େにかけてԯೆݟ国ಆ܌金෤ௌで展開された、ธ܋基ஏの܋
༽ஏྋ֭得をめ͛る女੓たちのӣ動をとり͍げた。金෤ௌ金෤ۢの入会஄体（共༙ஏで͍る入会ஏを共
同でཤ༽・管理する஄体）では、અཱི以来、܋༽ஏྋのഓ෾対象で͍り議݀権を࣍ͯ正会員は஋子ଛの
みに限定されてきた。女子ଛが正会員からঈ外されるয়ڱは、女੓ࠫพとして問題視された。2002年に
࢟まったᐡࢃ૎ৃでは、金෤ۢの女子ଛによって݃成された「ਕ権を考えるウナイの会」（以下、「ウナ
イの会」）のϟンバーがݬ告となり、金෤入会஄体を提૎。特に、他ड़ࣙのഓ۰者と࠙ҿした女子ଛの入
会資格が争点となった。ࢱࢃۇによれͻ、「ウナイの会」の特௅は、会則のր正をٽめͯͯ、基ஏ௠ୁྋ
の֭得と同時にஏ域の基ஏඅ֒への߇議も行っていた点に͍るという。ݬ告らは戦中・ઐ領期を経験し、
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஋੓と同༹に働き続けてきた࿓働者で͍ったことが、女੓ࠫพをڒさないӣ動へとͯながったのではな
いかと指ఢする。また、܋༽ஏྋ֭得の動きのഐܢには当時の経ࡃѳ化も存ࡑし、「金目の問題」と඲さ
れることも͍った。しかしࡑݳでは、ジェンダー問題として೟ࣟされ、議論されている。 

第一コϟントとして戸ᬔࢱは、主に 3 点を指ఢした。1 ͯ目は、入会権を஋系௜系子ଛに限定するՊ
෗長制的な「׵ڈ」は、ۛݳେԯೆの政治のなかでܙ成されたർֳ的新しい「૓ଆされたఽ౹」ではな
いかという点で͍る。ࢱࢃۇのୱஸは、この「ࡠられたఽ౹」としてのՊ෗長制を実ৄ的に੽෉けた࿓
で͍ると඲Ճする。2ࡠ ͯ目は、ൕ基ஏӣ動への参加と܋༽ஏྋの֭得をٽめるӣ動は「໅८」で͍る
のかという点で͍る。戸ᬔࢱは、ਕ権や生存、解๎をٽめる際に「໅८」とӫるのは、そのགྷҾが社会
構ଆのଈに͍ると指ఢする。3 ͯ目は、女子ଛの権ཤ拡大は本当に女੓たちの「ঋཤ」と言えるのかと
いう点で͍る。コミュωティの再生ؽثࢊによって会員資格のรߍが容೟されたが、ウナイの会等の女
੓ϟンバーの高ྺ化が進΋なかで、その継টがՆ能なのかというٛ問がఆされた。また、ౖஏ所༙権か
らの女੓ഋঈを、前ۛେのՊ෗長制以来の෕ษ（ࣙષ）とみなして議論するのではなく、ౖஏ所༙࢛の
議論がジェンダー研究を؜めたۛંする研究領域へ開かれることの॑གྷ੓をک調した。 

第್コϟントとして大ࢱڰは戸ᬔࢱの議論を受け、ԯೆのஏେ上তのؽܘとして、ౣ͛るみಈ争・本
ౖ෰1995・ؾ 年のঙ女暴行事件が大きく関༫している点を指ఢした。新開ஏの女੓たちとウナイの会の
複雑な関係にৰれ、ঙ女暴行事件をؽܘにஏେが上তしたこと、そしてその支෹い・受けखりの݀定か
ら女੓がഋঈされている点に஭目するචགྷが͍るとफ़΄た。また、中国においては೸ஏの使༽権が੊ଵ
ୱҒで͍ることを指ఢする。ഐܢには、෋方࠙ेڋを前提とした஋੓༑Ғ主義や、一ਕっ子政ࡨと݃び
ͯいた஋ࣉમ޹が͍り、そのために女੓はౖஏを෾ഓされͥ、݃࠙時にౖஏへのアクセスをࣨうことで
社会的ஏҒのఁ下にͯながるという。大ࢱڰはこのようなローカルな「ఽ౹」がࢤ৖経ࡃの中で਄ࠃな
問題としてࡑݨ化しており、ԯೆのয়ڱとも࿊動しているとफ़΄、「ఽ౹」のݡ௜しがචགྷだと指ఢし
た。৪຿ஏ化のྼ࢛的գఖにおいて、新開ஏは生ࢊघஊ（ౖஏ）へのアクセスからഋঈされてきた女੓
たちをใઃしてきたのではないかと指ఢする。੓暴力問題や新開ஏの੟ਲと、入会ஏといったౖஏへの
女੓のアクセスとの૮ޕ関係にͯいても言ٶし、ࢱࢃۇへ「フェミωスト的なコϠωングのໝࡩはՆ能
か」と問いかけ、コϟントをగめくくった。 

࣯ٛԢ౶では、ེ 、Ԩ国時େから続くԯೆの໵中制度と、議論の対象となった෾ഓ金制度との関࿊੓ځ
本ౖとԯೆの入会ஏ制度の૮ҩ点にͯいて࣯問がرせられた。また、本セミナーのポスターに͍るटࢭ
ઈ明にͯいても解ઈをٽめる੢が上がった。本セミナーは、本学外෨からの参加者がଡく、଒੓や年େ
も༹々で͍った。࣯ٛԢ౶でも෕ஊのジェンダー研究をѽうセミナーとはҡなるฉ囲ـで、戸ᬔࢱが੷
、ஏという複雑な問題は、入会ஏのཤ権やӣ動のみならͥ༼܋的にԢ౶する৖面がଡかった。ԯೆのۅ
ྼ࢛的な経ࡃয়ڱ、૮続・所༙をめ͛る政治・๑ཱの視点からの議論がචགྷで͍る。戸ᬔࢱのコϟント
にも͍ったように、ྼ࢛学的なౖஏをめ͛る議論にはジェンダー視点がඉ৙にܿけており、これはౖஏ
所༙とも関࿊するൕ基ஏಈ争においても同༹で͍る。ธ܋基ஏ・܋༽ஏ、ͽいてはౖஏ・所༙とジェン
ダーにͯいての議論は今後も਄めていくことが๮まれる。 

（ߊお茶の水女子大学大学院ਕؔ文化૓成科学研究科ジェンダー社会科学専）૙Խڰ∃࿧୴当ʁى
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஋੓と同༹に働き続けてきた࿓働者で͍ったことが、女੓ࠫพをڒさないӣ動へとͯながったのではな
いかと指ఢする。また、܋༽ஏྋ֭得の動きのഐܢには当時の経ࡃѳ化も存ࡑし、「金目の問題」と඲さ
れることも͍った。しかしࡑݳでは、ジェンダー問題として೟ࣟされ、議論されている。 

第一コϟントとして戸ᬔࢱは、主に 3 点を指ఢした。1 ͯ目は、入会権を஋系௜系子ଛに限定するՊ
෗長制的な「׵ڈ」は、ۛݳେԯೆの政治のなかでܙ成されたർֳ的新しい「૓ଆされたఽ౹」ではな
いかという点で͍る。ࢱࢃۇのୱஸは、この「ࡠられたఽ౹」としてのՊ෗長制を実ৄ的に੽෉けた࿓
で͍ると඲Ճする。2ࡠ ͯ目は、ൕ基ஏӣ動への参加と܋༽ஏྋの֭得をٽめるӣ動は「໅८」で͍る
のかという点で͍る。戸ᬔࢱは、ਕ権や生存、解๎をٽめる際に「໅८」とӫるのは、そのགྷҾが社会
構ଆのଈに͍ると指ఢする。3 ͯ目は、女子ଛの権ཤ拡大は本当に女੓たちの「ঋཤ」と言えるのかと
いう点で͍る。コミュωティの再生ؽثࢊによって会員資格のรߍが容೟されたが、ウナイの会等の女
੓ϟンバーの高ྺ化が進΋なかで、その継টがՆ能なのかというٛ問がఆされた。また、ౖஏ所༙権か
らの女੓ഋঈを、前ۛେのՊ෗長制以来の෕ษ（ࣙષ）とみなして議論するのではなく、ౖஏ所༙࢛の
議論がジェンダー研究を؜めたۛંする研究領域へ開かれることの॑གྷ੓をک調した。 

第್コϟントとして大ࢱڰは戸ᬔࢱの議論を受け、ԯೆのஏେ上তのؽܘとして、ౣ͛るみಈ争・本
ౖ෰1995・ؾ 年のঙ女暴行事件が大きく関༫している点を指ఢした。新開ஏの女੓たちとウナイの会の
複雑な関係にৰれ、ঙ女暴行事件をؽܘにஏେが上তしたこと、そしてその支෹い・受けखりの݀定か
ら女੓がഋঈされている点に஭目するචགྷが͍るとफ़΄た。また、中国においては೸ஏの使༽権が੊ଵ
ୱҒで͍ることを指ఢする。ഐܢには、෋方࠙ेڋを前提とした஋੓༑Ғ主義や、一ਕっ子政ࡨと݃び
ͯいた஋ࣉમ޹が͍り、そのために女੓はౖஏを෾ഓされͥ、݃࠙時にౖஏへのアクセスをࣨうことで
社会的ஏҒのఁ下にͯながるという。大ࢱڰはこのようなローカルな「ఽ౹」がࢤ৖経ࡃの中で਄ࠃな
問題としてࡑݨ化しており、ԯೆのয়ڱとも࿊動しているとफ़΄、「ఽ౹」のݡ௜しがචགྷだと指ఢし
た。৪຿ஏ化のྼ࢛的գఖにおいて、新開ஏは生ࢊघஊ（ౖஏ）へのアクセスからഋঈされてきた女੓
たちをใઃしてきたのではないかと指ఢする。੓暴力問題や新開ஏの੟ਲと、入会ஏといったౖஏへの
女੓のアクセスとの૮ޕ関係にͯいても言ٶし、ࢱࢃۇへ「フェミωスト的なコϠωングのໝࡩはՆ能
か」と問いかけ、コϟントをగめくくった。 

࣯ٛԢ౶では、ེ 、Ԩ国時େから続くԯೆの໵中制度と、議論の対象となった෾ഓ金制度との関࿊੓ځ
本ౖとԯೆの入会ஏ制度の૮ҩ点にͯいて࣯問がرせられた。また、本セミナーのポスターに͍るटࢭ
ઈ明にͯいても解ઈをٽめる੢が上がった。本セミナーは、本学外෨からの参加者がଡく、଒੓や年େ
も༹々で͍った。࣯ٛԢ౶でも෕ஊのジェンダー研究をѽうセミナーとはҡなるฉ囲ـで、戸ᬔࢱが੷
、ஏという複雑な問題は、入会ஏのཤ権やӣ動のみならͥ༼܋的にԢ౶する৖面がଡかった。ԯೆのۅ
ྼ࢛的な経ࡃয়ڱ、૮続・所༙をめ͛る政治・๑ཱの視点からの議論がචགྷで͍る。戸ᬔࢱのコϟント
にも͍ったように、ྼ࢛学的なౖஏをめ͛る議論にはジェンダー視点がඉ৙にܿけており、これはౖஏ
所༙とも関࿊するൕ基ஏಈ争においても同༹で͍る。ธ܋基ஏ・܋༽ஏ、ͽいてはౖஏ・所༙とジェン
ダーにͯいての議論は今後も਄めていくことが๮まれる。 

（ߊお茶の水女子大学大学院ਕؔ文化૓成科学研究科ジェンダー社会科学専）૙Խڰ∃࿧୴当ʁى
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▶ 2024೧ౕ क࠷ IGS研究ճ৆ࡋ──────────────────

IGS研究ճ（学内ݸఈ）
IGS研究ྙڢҽ研究ๅࠄճ 

ʴ日時ʵ2025 年 3 ݆ 7 日（Ւ）11ʁ00ʛ15ʁ00 

ʴ会৖ʵਕؔ文化૓成科学研究科౫ 408࣪ 

ʴ報告ʵ 

൚Ҭ߁明（専र大学教द／IGS 研究協力員） 

「ベンサムの੓的չֺ主義のҒ૮ʁ同੓Ѭ行ҟのඉ൞ࡓ化論と女੓
のஏҒのรַ」 

ࠪ∃৽໷（ಢཱི行政๑ਕ日本学術৾ڷ会特พ研究員（PD）／IGS

研究協力員） 

「フェミωスト制度論的政治理論に基Ͱいた『ジェンダーฑ等のた
めの議会』の考察ʁ制度の『経験的෾ੵ』から『規範的構૟』へ」 

ઍഀ༟加཮（一ൢ社஄๑ਕχナーリンク・ジャϏンେන理事／
IGS研究協力員） 

「日本における੠子の਎ଔ提供」 

ӵඔ༟ن（౽女子大学教द／IGS研究協力員） 

「Ϡナ・アワχ『フΟットΪールをめ͛る 13の෼ޢ』ʁίア、ネットワーク、第࢝ഀフェミωθム」 

ฑ໼ܛ子（ԥශ国ཱི大学०教द／IGS 研究協力員） 

「インχネシアՊ事࿓働者保護๑Ҍをखりתくݳয়」 

ʴѭࡲ・コϟントʵ戸谷陽子（IGS 所長／お茶の水女子大学教द） 

ʴ࢚会ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ言ޢʵ日本ޢ 

ʴ参加者数ʵ18名 

ʴटࢭʵ 

 お茶の水女子大学ジェンダー研究所では研究所にࡑ੸している研究協力員にࣙਐの研究়ղも݋͸
て、研究報告することを義務Ͱけている。2024年度は൚Ҭ߁明ࢱ、ࠪ∃৽໷ࢱ、ઍഀ༟加཮ࢱ、ӵඔ༟
のࢱ子ܛฑ໼、ࢱن 5名が当研究所の研究協力員として研究活動を行い、その成果報告として 2025年 3

݆ 7 日に IGS のϟンバーや学内研究者に޴けてそれͩれの研究にͯいて報告した。 

ʴ開催報告ʵ 

 2025 年 3 ݆ 7 日、お茶の水女子大学ジェンダー研究所の研究協力員研究報告会を開催し、2024 年度
の IGS 研究協力員で͍った൚Ҭ߁明ࢱ（専र大学）、ࠪ∃৽໷ࢱ（学৾ PD）、ઍഀ༟加཮ࢱ（χナーリ
ンク・ジャϏン）、ӵඔ༟ࢱن（౽女子大学）、ฑ໼ܛ子ࢱ（ԥශ国ཱི大学）の 5 名が報告した。
൚Ҭࢱは「ベンサムの੓的չֺ主義のҒ૮ʁ同੓Ѭ行ҟのඉ൞ࡓ化論と女੓のஏҒのรַ」というタ
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イトルで報告した。ఫ学者で͍り経ࡃ学者でも͍るジェϪミ・ベンサムはޯཤ主義を提঑したことで༙
名だが、൚Ҭࢱは、ベンサムがޯཤ੓のݬ理に基Ͱき同੓Ѭのඉ൞ࡓ化にͯいて論ͣたテクストをखり
上げ、その理論的根拠を提ࣖした。「正෈正の規準」によって൓இされるޯཤ੓のݬ理においては、同੓
Ѭは加֒/අ֒の関係を生まないために൞ࡓではないとの݃ؾが導かれる。こうしたع存の੓ಕಛ൹൓が
චષ的にभ教൹൓に留まらͥ、੓พༀׄ෾業へのսٛ、女੓参政権の推進、中ઊのඉ൞ࡓ化、੓的չֺ
に関する৮業、さらには݃࠙制度への再ݗ౾へͯながっていったことがࣖされた。
は「フェミωスト制度論的政治理論に基Ͱいた「ジェンダーฑ等のための議会」の考察ʁ制度のࢱ∃ࠪ 
「経験的෾ੵ」から「規範的構૟」へ」というタイトルで報告した。2000 年େから提঑され࢟めたフェミ
ωスト制度論は、一ݡジェンダー中ཱི的な政治制度が実のところジェンダー෈ฑ等を再生ࢊしていること
を経験的、実ৄ的に明らかにしてきた。しかしࠪ∃ࢱは、ݳ実政治に存ࡑする制度を経験的にઈ明するた
めの࿰組みとして理解されてきたフェミωスト制度論を、΋しろジェンダーฑ等を実ݳするための๮まし
い制度を構૟するための理論として活༽す΄きというཱི৖にཱིͯ。報告では、ジェンダーฑ等の実ݳに޴
けたາ来の͍る΄き議会制度として、֦ࡑݳ国で実施されている「ジェンダーにഓྂした議会」の構૟を
൹൓的にݗ౾したうえで、ࠪ∃ࢱが構૟する「ジェンダーฑ等のための議会」が়ղされた。 

ઍഀࢱは「日本における੠子の਎ଔ提供」というタイトルで報告した。日本では日本ࢊ科෌ਕ科学会
のΪイχラインによって੠子χナーはಙ名をݬ則としてきたが、χナーのಙ名੓が保্できない時େと
なりχナー෈ଏが਄ࠃ化しているという。ઍഀࢱは、ໃ੠子症カップルに਎ଔや知ਕから提供された੠
子で体外受੠やݨඏद੠を実施したクリωックの実施υータとこのҫྏをس๮したໃ੠子症カップル
への面஌に基Ͱいて਎ଔؔ提供の実ସを調査し、丁寧なઈ明と面஌を॑͸ることによってඉಙ名提供で
もトラϔルの発生はཊ制できることを提ࣖし、同時に、当事者のみならͥ社会一ൢでも෈ೝカップルへ
の理解や੠子提供へのқࣟրַをଇすචགྷ੓をઈ得的に提ًした。 

 ӵࢱは「Ϡナ・アワχ『フΟットΪールをめ͛る 13の෼ޢ』ʁίア、ネットワーク、第࢝ഀフェミω
θム」というタイトルで報告した。『フΟットΪールをめ͛る 13の෼ޢ』はカナダड़ਐのϠナ・アワχ
が 2016 年に上Ѻしたυϑューࡠで高い඲Ճを受けたࡠ඾で͍る。主ਕޮの高ߏ時େから大学進学、ଖ
業後の派遣の࢕事、݃࠙、཯࠙を経て数年後までをஇ続的にඵいた 13 の短ฦは、൶女の඄ຮした体型
やダイΦットによるร化、そしてそれらと関࿊するਕؔ関係を࣢に展開される。報告では、ࡠ中にඵか
れるඔ容行ҟを「ίア」や「ネットワーク」の؏点からಣみ解きͯͯ、ࡠ඾には第࢝ഀフェミωθムの
 。ொとも合஗する日৙的ࠫพの政治問題化という௪૙ఁԽが一ؑして流れていることを提ࣖしたࢧ

 ฑ໼ࢱは「インχネシアՊ事࿓働者組৭化をखりתくݳয়」というタイトルで報告した。2025年 2 ݆
に 21年目をܶえたインχネシアՊ事࿓働者保護๑Ҍは 2020年に༑先৻議๑Ҍにত格するも国会で主གྷ
2 政ౚのൕ対によって࠹終৻議が௪らないまま会期が終了してしまった。この݃果を受けてฑ໼ࢱは、
Պ事࿓働者組৭化の経Ҥとݳয়を੖理す΄く、Պ事࿓働者アχϚカシー国内ネットワークで͍る Jala 

PRT の活動経Ҥを෾ੵした。インχネシアにおいてՊ事࿓働者は࿓働๑のన༽ঈ外とされ、権ཤが保্
されていないがゆえにՊ事࿓働者保護๑Ҍの成ཱིをٽめて活動が࢟まったこと、しかし、同ͣՊ事࿓働
者でもҢेՊ事࿓働者は外ա֭得のघஊとして国Պ開発ܯ画に入ったが、国内のՊ事࿓働者は政治的経
 。ड़せないために෈Ն視化されたままで͍ることが報告されたݡ的戦ྲྀ੓がࡃ

 5 名からのଡزにわたるテーマの報告に、参加者のؔからも༹々な࣯問やコϟントがرせられ、活発
で充実した議論が交わされた。 

 （ࢥߪIGS特任）࿧୴当ʁብ本新಺ى
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イトルで報告した。ఫ学者で͍り経ࡃ学者でも͍るジェϪミ・ベンサムはޯཤ主義を提঑したことで༙
名だが、൚Ҭࢱは、ベンサムがޯཤ੓のݬ理に基Ͱき同੓Ѭのඉ൞ࡓ化にͯいて論ͣたテクストをखり
上げ、その理論的根拠を提ࣖした。「正෈正の規準」によって൓இされるޯཤ੓のݬ理においては、同੓
Ѭは加֒/අ֒の関係を生まないために൞ࡓではないとの݃ؾが導かれる。こうしたع存の੓ಕಛ൹൓が
චષ的にभ教൹൓に留まらͥ、੓พༀׄ෾業へのսٛ、女੓参政権の推進、中ઊのඉ൞ࡓ化、੓的չֺ
に関する৮業、さらには݃࠙制度への再ݗ౾へͯながっていったことがࣖされた。
は「フェミωスト制度論的政治理論に基Ͱいた「ジェンダーฑ等のための議会」の考察ʁ制度のࢱ∃ࠪ 
「経験的෾ੵ」から「規範的構૟」へ」というタイトルで報告した。2000 年େから提঑され࢟めたフェミ
ωスト制度論は、一ݡジェンダー中ཱི的な政治制度が実のところジェンダー෈ฑ等を再生ࢊしていること
を経験的、実ৄ的に明らかにしてきた。しかしࠪ∃ࢱは、ݳ実政治に存ࡑする制度を経験的にઈ明するた
めの࿰組みとして理解されてきたフェミωスト制度論を、΋しろジェンダーฑ等を実ݳするための๮まし
い制度を構૟するための理論として活༽す΄きというཱི৖にཱིͯ。報告では、ジェンダーฑ等の実ݳに޴
けたາ来の͍る΄き議会制度として、֦ࡑݳ国で実施されている「ジェンダーにഓྂした議会」の構૟を
൹൓的にݗ౾したうえで、ࠪ∃ࢱが構૟する「ジェンダーฑ等のための議会」が়ղされた。 

ઍഀࢱは「日本における੠子の਎ଔ提供」というタイトルで報告した。日本では日本ࢊ科෌ਕ科学会
のΪイχラインによって੠子χナーはಙ名をݬ則としてきたが、χナーのಙ名੓が保্できない時େと
なりχナー෈ଏが਄ࠃ化しているという。ઍഀࢱは、ໃ੠子症カップルに਎ଔや知ਕから提供された੠
子で体外受੠やݨඏद੠を実施したクリωックの実施υータとこのҫྏをس๮したໃ੠子症カップル
への面஌に基Ͱいて਎ଔؔ提供の実ସを調査し、丁寧なઈ明と面஌を॑͸ることによってඉಙ名提供で
もトラϔルの発生はཊ制できることを提ࣖし、同時に、当事者のみならͥ社会一ൢでも෈ೝカップルへ
の理解や੠子提供へのқࣟրַをଇすචགྷ੓をઈ得的に提ًした。 

 ӵࢱは「Ϡナ・アワχ『フΟットΪールをめ͛る 13の෼ޢ』ʁίア、ネットワーク、第࢝ഀフェミω
θム」というタイトルで報告した。『フΟットΪールをめ͛る 13の෼ޢ』はカナダड़ਐのϠナ・アワχ
が 2016 年に上Ѻしたυϑューࡠで高い඲Ճを受けたࡠ඾で͍る。主ਕޮの高ߏ時େから大学進学、ଖ
業後の派遣の࢕事、݃࠙、཯࠙を経て数年後までをஇ続的にඵいた 13 の短ฦは、൶女の඄ຮした体型
やダイΦットによるร化、そしてそれらと関࿊するਕؔ関係を࣢に展開される。報告では、ࡠ中にඵか
れるඔ容行ҟを「ίア」や「ネットワーク」の؏点からಣみ解きͯͯ、ࡠ඾には第࢝ഀフェミωθムの
 。ொとも合஗する日৙的ࠫพの政治問題化という௪૙ఁԽが一ؑして流れていることを提ࣖしたࢧ

 ฑ໼ࢱは「インχネシアՊ事࿓働者組৭化をखりתくݳয়」というタイトルで報告した。2025年 2 ݆
に 21年目をܶえたインχネシアՊ事࿓働者保護๑Ҍは 2020年に༑先৻議๑Ҍにত格するも国会で主གྷ
2 政ౚのൕ対によって࠹終৻議が௪らないまま会期が終了してしまった。この݃果を受けてฑ໼ࢱは、
Պ事࿓働者組৭化の経Ҥとݳয়を੖理す΄く、Պ事࿓働者アχϚカシー国内ネットワークで͍る Jala 

PRT の活動経Ҥを෾ੵした。インχネシアにおいてՊ事࿓働者は࿓働๑のన༽ঈ外とされ、権ཤが保্
されていないがゆえにՊ事࿓働者保護๑Ҍの成ཱིをٽめて活動が࢟まったこと、しかし、同ͣՊ事࿓働
者でもҢेՊ事࿓働者は外ա֭得のघஊとして国Պ開発ܯ画に入ったが、国内のՊ事࿓働者は政治的経
 。ड़せないために෈Ն視化されたままで͍ることが報告されたݡ的戦ྲྀ੓がࡃ

 5 名からのଡزにわたるテーマの報告に、参加者のؔからも༹々な࣯問やコϟントがرせられ、活発
で充実した議論が交わされた。 

 （ࢥߪIGS特任）࿧୴当ʁብ本新಺ى
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▶ 2024೧ౕ IGSޛԋ・࠷ڠ΢ϗンφ─────────────────

ೖ本フェϝωηφࡃܨ学ճ 2024೧ౕ大ճ

フェϝωηφࡃܨ学とΦαロジー
ਕؔとڧ؂のΤェルϑー΢ングをໝࡩする 

ʴ日時ʵ2024 年 8 ݆ 3 日（ౖ）10:00ʛ17:45 

ʴ会৖ʵ専र大学（ਈీΫャンϏス）2  ؙߺ

ʴ座長ʵ࢛ౣآ（ښ౐大学）、大ܛ࢛ ڰ（お茶の水女子大学） 

ʴ報告ʵ 

ࠦ౽એथ（ワーΰωンΰン大学） 

「ίアリング経ࡃに޴けてʁポスト資本主義フェミωスト・ポリ
ティカル・Φコロジーの視点から」

౮ᖔ規子（๑政大学）
「女੓の社会活動とϐューマン・Φコロジーʁ19 ੊نʛ20 ੊نの
アϟリカ合़国と日本を事ྭとして」

ብ本新಺（お茶の水女子大学）
「ൕޮ֒／ڧ؂ӣ動でݡཚとされてきたίア࿓働ʁྴ๼੶୺Ւ力
発ు所ݒઅൕ対ӣ動を事ྭとして」 

ෳӮਇٹ（౨ښ大学） 

「͍わいものからݡる੊ֆʁサーϠンとΦコフェミωθムの交わるところ」 

ʴコϟントʵ 

ঘྜྷ෥（ښ౐大学）、ґీٳඔ子（大ཱིޮࡗ大学） 

ʴ主催ʵ日本フェミωスト経ࡃ学会 

ʴ後援ʵお茶の水女子大学ジェンダー研究所 
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IGS࠷ڠ研究ճ 
国際ジェンダー学ճ 国際Ң動とジェンダー（IMAGE）෾Ռճ 

ʲࡑೖフィリϒンਕऀճʳをジェンダーのࢻ点͖Δಣ΋ 

ʴ日時ʵ2024 年 9 ݆ 19日（໨）13:00ʛ15:30 

ʴ会৖ ύɻイϔリッχ開催（お茶の水女子大学国際交流留学生プラ
δ 3 ֌セミナー࣪、Zoomウェϑナー） 

ʴ報告者ʵ 

高ീ߀（੫Ԯཱིݟ大学） 

 「をジェンダーの視点からಣ΋『日フィリϒンਕ社会ࡑ』」

ʴコϟントʵ 

大໼ܛ理（ᘒ協大学） 

ґ౽るり（一ڰ大学名༬教द） 

ʴ࢚会ʵ 
ঘϴ谷એุ（フェリス女学院大学） 

ʴ主催ʵ 

国際ジェンダー学会 国際Ң動とジェンダー（IMAGE）෾科会 

ʴ共催ʵジェンダー研究所 

ʴ後援ʵ科研ඇ基൭研究（B）「日本におけるҢे女੓Պ事・ίア࿓働者の࿓働য়ڱと主体੓に関する発
展的研究」（՟題൬ߺʁ23H00888） 
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